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■ケーブルテレビ「クローバーテレビ」生中継
　※デジタル111チャンネルにて放映しています。
　（当日午後7時から再放送あり　※再放送の日時は変更となる場合が
　あります。）
■インターネット議会録画中継のページ
 （一般質問、議案質疑および最終日の採決の模様を録画配信しています。
　開催日のおおむね10日後に会議の録画映像を配信しています。）
https://ama-city.stream.jfit.co.jp/

スマホ・タブレットでも議会中継を！！



12月定例会のあらましからのはたち 提案
【交通】

【子育て】

【生活環境】

【地域経済】

11月27日～
12月19日
（23日間）

18歳年度末までの医療費無料制度
創設を求める意見書を可決

子ども医療費助成制度の18歳までの
引上げを求める意見書を可決

言葉の大切さについての理解を推進し市民が思いやりの心を持ち幸せになる
社会の実現を目指す条例を可決

これらの意見書を国と県の関係機関に提出
しました。

七宝・美和地区はたちの式実行委員

甚目寺地区はたちの式実行委員

あま市議会だより 第63号 2026年　3月発行あま市議会だより 第63号 2026年　3月発行

　市長から条例の制定および改正、令和７年度一般会計補正予算など31件が提案され、全て原案の
とおり可決しました。その他、議員提出の議案２件を可決しました。
　また、請願を２件採択、13件不採択としました。

・七宝駅前の渋滞や狭い道路、バス交通の悪
さを改善すれば交通の便が大きく向上する
と感じる。
・道が暗いと感じるため、夜間でも安心して歩
けるよう街灯を増やし、明るい環境づくりを
進めることが必要である。
・市の道幅が狭いことを改めて感じた。道の幅
を広くすることで、初心者でも安全に運転す
ることができる。
・市には狭い歩道が多い。歩行者と自転車が
不自由なくすれ違いができる広さになれば
快適と感じる。
・巡回バスの利用者が少ないと感じる。通勤
時間帯の渋滞改善のため、新たなバスのサー
ビスを始めるのがよい。
・巡回バスの利用者をほとんど見ていない。も
しバスが市外のスーパーなどに行くのなら
利用者は増えると感じる。
・巡回バスの運営に非効率的な部分が目立つ。
「巡回」であるのなら、鉄道路線を参考にし
てもよいと思う。

・市ではグラウンドの使用料が高く、利用環境
が整っていない。料金を下げ、環境整備も進
めるべきである。
・クーリングシェルター（避暑地）を知らない
市民が多いため、それをもっと大々的に宣伝
する必要がある。
・市には大きな公園が少ないと感じる。市民
からの募金で公園設立をするのが良いので
はないかと感じる。
・市の公園はボール遊び禁止など制限が多いた
め、ボール遊びのできる広い公園が欲しい。
・市には外で遊べる環境が少ない。従って公園
や体育館などを設置することで市民も楽し
く過ごすことができる。

・あま市といえばこれ！という特産品を作って
地域活性化や、ＳＮＳから市の魅力を発信し
てほしい。
・市は住宅地の割合が大きい。市で起業する
メリットを創出し、大きくPRして、市の経済
を盛り上げるべきだと思う。

【安全安心】
・住宅地に入るための小さな道にも街灯を増
やす必要がある。明るい町にすることで治安
が良くなると思う。
・市内の用水路に転落防止用フェンスがある
のは甚目寺地区のみであり、美和地区や七
宝地区にも導入してほしい。
・観光客の増加は治安の悪化につながる可能
性があるため、住む人に優しい町づくりを提
案したい。

・市では独り親家庭の子どもに無料で学習支
援を行っているため、その存在を大々的に広
めて学習の機会を増やしたい。
・タブレットを使った情報やＩＣＴ学習の授業
などを取り入れていくと、情報化社会に適応
しやすいと考える。
・給食のありがたみや、親世代が懐かしさを思
い出すきっかけとして「親子で給食を食べる
日」を設けてほしい。

　言葉の大切さを広め、市、市民、家庭、学校
等、事業者それぞれの役割を明らかにすること
で、思いやりのある明るいまちをつくり、市民
の幸せにつなげることを目的として制定。

問　聴覚障害者などの手話などはこの条例で
言葉として表記されていないが、どのように考え
ているか。
市民生活部長　コミュニケーション手段として
用いる言葉は、人と意思疎通を図るための手段
と考えており、手話も言葉として含んでいる。
問　市の役割として定める必要な施策とは。
市民生活部長　市民人権講座や啓発リーフレッ
トの作成など、市民が言葉の大切さについての
理解を深められるよう、学習機会の提供や啓発
を予定。

　弁当作りに関する一連の活動を通じて、子
どもたちが「食」に関する正しい知識を身に
つけることで、生涯にわたり健全な食生活を
実現し、心身の健康を増進することを目的と
して制定。

問　今までも市の全小中学校で弁当の日は行
われていたが、あえて条例化する目的は。
教育部長　平成２８年度から市の小中学校で実
施してきた弁当の日の取り組みが学校行事とし
て定着していることを踏まえ、条例化して今後
も継続的に推進していくための意思表示。
問　条例制定によって保護者負担への影響があ
るか。
教育部長　影響はない。

子どもがつくる弁当の日条例を可決
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各議員の顔写真の下に二次元コードを掲載しています。この二次元コードをスマートフォンや
タブレットで読み取ると、その議員の一般質問動画をすぐに視聴することができます。

うを市政
一般質問

14
松下　昭憲 議員
❶  開閉庁時間の変更について

6ページ

志政会

市民改革クラブ

日本共産党

森　耕治 議員
❶  公園等の維持管理について
❷  災害協定について

6ページ

志政会

公明党
足立　詔子 議員
❶  保育について
❷  リチウムイオン電池等の取扱いについて

7ページ

近藤　みどり 議員
❶  若年性がん対策の推進について

7ページ

江波　圭一 議員 8ページ

野中　幸夫 議員
❶  美しい並木道再生事業について
❷  外国人を優遇しているのか

8ページ

❶  七宝蟹江線の整備に伴う周辺への影響

公明党

❶  小中学校プール兼用の屋内市民プールを
❷  旧七宝庁舎跡地残り半分の利用は

10ページ

❶  市の財政状況と来年度予算編成について
❷  あま市のまちづくりについて

11ページ

❶  出産・子育てについて
❷  感染症について

11ページ

新政会

公明党
柏原　功 議員

毛利　尚義 議員
❶  公共施設再配置計画の見直しを
❷  令和８年１月５日からの開庁時間短縮について

10ページ

志政会

維新の会

石田　良雄 議員

❶  市公式LINEについて
❷  開庁時間の見直しについて
❸  防災について

12ページ

新政会
山本　雄一 議員

後藤　哲哉 議員

志政会
宮崎　環 議員
❶  小中学校の適正配置と再構築について

9ページ

❶  甚目寺地区の公共施設再配置計画を問う
❷  いじめ対策を推進する新条例を提案
❸  都市公園整備について
❹  七宝焼アートヴィレッジ基本構想について
❺  子どもがつくる弁当の日条例について
❻  あま市言葉の大切さについての理解を推進し
　  市民が思いやりの心を持ち幸せになる社会の実
　  現を目指す条例について
❼  重層的支援体制整備について

9ページ

市民改革クラブ
八島　堅志 議員

美濃島　絢太 議員
❶  AEDに関して
❷  予防接種健康被害救済制度について

12ページ

無会派

※会派名は以下のとおり表記しています。
　日本共産党（日本共産党あま市議団）、
　公明党（公明党あま市議団）、新政会（新政会）、
　維新の会（維新の会あま市議団）、
　市民改革クラブ（市民改革クラブ）、
　志政会（志政会）、健政会（健政会）、無会派（無会派）

※紙面構成上、上記目次の項目について記事に記載がない
　場合があります。
　その場合は、二次元コードの内容を参照してください。

あま市議会だより 第63号 2026年　3月発行 54 あま市議会だより 第63号 2026年　3月発行

拡充

内容

人権啓発推進費
34万9千円

一般会計に、6億6012万1千円を追加し、総額を378億9512万1千円とする。

一般会計補正予算
（第５号）（第６号）を可決

　　「言葉の大切さについての理解を推進
し市民が思いやりの心を持ち幸せになる社
会の実現を目指す条例」制定に当たり、職
員を対象とした研修の開催および広く市民
に周知するための啓発用リーフレットを作成
する。

問　イラスト制作業務とは。
市民生活部長　条例を広く周知啓発するため、
幅広い年代の方に見やすく、分かりやすいイラス
ト入りのリーフレットを作成するためにイラスト作
成を委託するもの。

新規

内容

地域介護・福祉空間整備
推進事業費補助金
494万1千円

　　 既存地域密着型介護サービス事業所の
施設利用者などの安全・安心を確保するため
に行う災害対策に要する費用に対し、補助金
を交付する。

問　補助対象事業所の整備内容は。
福祉部長　全事業者とも、水害対策として、利用
者および職員出入口に止水板の設置を行う。

拡充

内容

施設整備費/憩の家
1051万円

　　 新居屋憩の家２階の空調設備が故障し
たため、利用者が安全で快適に施設を利用
できるよう、空調設備更新工事を行う。

問　更新工事の工期は。
子ども健康部長　令和８年２月から５月末まで
とし、冷房を使用する夏までに完了する予定。

問　この間の対策は。
子ども健康部長　暖房が利用できない旨を周知
していくとともに、行事などは暖房が使用できる
別の部屋を利用して対応することを予定。

拡充

内容

給食材料費／
給食センター総務費

9745万9千円（財源更正）
　　 物価高騰の影響を受けた生活者を引き
続き支援するため、令和８年１月から３月ま
でを対象期間とし、市内小中学校に在籍する
児童および生徒の保護者を対象に学校給食
費を無償化する。

問　保護者への周知は。
学校教育課長　保護者連絡ツールを利用。未登
録者については学校を通じて周知する。

問　給食費の負担軽減を選んだ理由は。
市長　国の給食費無償化の考えの下、市としても
３カ月間、無償化を行うこととした。



各議員の顔写真の下に二次元コードを掲載しています。この二次元コードをスマートフォンや
タブレットで読み取ると、その議員の一般質問動画をすぐに視聴することができます。

うを市政
一般質問

14
松下　昭憲 議員
❶  開閉庁時間の変更について

6ページ

志政会

市民改革クラブ

日本共産党

森　耕治 議員
❶  公園等の維持管理について
❷  災害協定について

6ページ

志政会

公明党
足立　詔子 議員
❶  保育について
❷  リチウムイオン電池等の取扱いについて

7ページ

近藤　みどり 議員
❶  若年性がん対策の推進について

7ページ

江波　圭一 議員 8ページ

野中　幸夫 議員
❶  美しい並木道再生事業について
❷  外国人を優遇しているのか

8ページ

❶  七宝蟹江線の整備に伴う周辺への影響

公明党

❶  小中学校プール兼用の屋内市民プールを
❷  旧七宝庁舎跡地残り半分の利用は

10ページ

❶  市の財政状況と来年度予算編成について
❷  あま市のまちづくりについて

11ページ

❶  出産・子育てについて
❷  感染症について

11ページ

新政会

公明党
柏原　功 議員

毛利　尚義 議員
❶  公共施設再配置計画の見直しを
❷  令和８年１月５日からの開庁時間短縮について

10ページ

志政会

維新の会

石田　良雄 議員

❶  市公式LINEについて
❷  開庁時間の見直しについて
❸  防災について

12ページ

新政会
山本　雄一 議員

後藤　哲哉 議員

志政会
宮崎　環 議員
❶  小中学校の適正配置と再構築について

9ページ

❶  甚目寺地区の公共施設再配置計画を問う
❷  いじめ対策を推進する新条例を提案
❸  都市公園整備について
❹  七宝焼アートヴィレッジ基本構想について
❺  子どもがつくる弁当の日条例について
❻  あま市言葉の大切さについての理解を推進し
　  市民が思いやりの心を持ち幸せになる社会の実
　  現を目指す条例について
❼  重層的支援体制整備について

9ページ

市民改革クラブ
八島　堅志 議員

美濃島　絢太 議員
❶  AEDに関して
❷  予防接種健康被害救済制度について

12ページ

無会派

※会派名は以下のとおり表記しています。
　日本共産党（日本共産党あま市議団）、
　公明党（公明党あま市議団）、新政会（新政会）、
　維新の会（維新の会あま市議団）、
　市民改革クラブ（市民改革クラブ）、
　志政会（志政会）、健政会（健政会）、無会派（無会派）

※紙面構成上、上記目次の項目について記事に記載がない
　場合があります。
　その場合は、二次元コードの内容を参照してください。

あま市議会だより 第63号 2026年　3月発行 54 あま市議会だより 第63号 2026年　3月発行

拡充

内容

人権啓発推進費
34万9千円

一般会計に、6億6012万1千円を追加し、総額を378億9512万1千円とする。

一般会計補正予算
（第５号）（第６号）を可決

　　「言葉の大切さについての理解を推進
し市民が思いやりの心を持ち幸せになる社
会の実現を目指す条例」制定に当たり、職
員を対象とした研修の開催および広く市民
に周知するための啓発用リーフレットを作成
する。

問　イラスト制作業務とは。
市民生活部長　条例を広く周知啓発するため、
幅広い年代の方に見やすく、分かりやすいイラス
ト入りのリーフレットを作成するためにイラスト作
成を委託するもの。

新規

内容

地域介護・福祉空間整備
推進事業費補助金
494万1千円

　　 既存地域密着型介護サービス事業所の
施設利用者などの安全・安心を確保するため
に行う災害対策に要する費用に対し、補助金
を交付する。

問　補助対象事業所の整備内容は。
福祉部長　全事業者とも、水害対策として、利用
者および職員出入口に止水板の設置を行う。

拡充

内容

施設整備費/憩の家
1051万円

　　 新居屋憩の家２階の空調設備が故障し
たため、利用者が安全で快適に施設を利用
できるよう、空調設備更新工事を行う。

問　更新工事の工期は。
子ども健康部長　令和８年２月から５月末まで
とし、冷房を使用する夏までに完了する予定。

問　この間の対策は。
子ども健康部長　暖房が利用できない旨を周知
していくとともに、行事などは暖房が使用できる
別の部屋を利用して対応することを予定。

拡充

内容

給食材料費／
給食センター総務費

9745万9千円（財源更正）
　　 物価高騰の影響を受けた生活者を引き
続き支援するため、令和８年１月から３月ま
でを対象期間とし、市内小中学校に在籍する
児童および生徒の保護者を対象に学校給食
費を無償化する。

問　保護者への周知は。
学校教育課長　保護者連絡ツールを利用。未登
録者については学校を通じて周知する。

問　給食費の負担軽減を選んだ理由は。
市長　国の給食費無償化の考えの下、市としても
３カ月間、無償化を行うこととした。



保
育
に
つ
い
て

問
　
育
児
休
業
退
園
制
度
に
つ
い
て
見
直
し

が
必
要
で
は
。

市
長
　
多
く
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い

る
が
、
育
児
休
業
退
園
制
度
に
よ
り
対
象
と

な
る
保
護
者
に
対
し
て
大
き
な
負
担
を
か
け

て
い
る
の
は
事
実
で
あ
り
、
本
市
で
も
育
児

休
業
退
園
制
度
を
見
直
す
時
期
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
市
内
の
各
保
育
施
設
と
の
調
整

後
、
令
和
８
年
４
月
を
め
ど
に
ゼ
ロ
歳
児
と

１
歳
児
の
継
続
利
用
が
で
き
る
よ
う
制
度
の

見
直
し
を
行
い
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
で
周
知
し
て
い
く
。

問
　
障
害
児
な
ど
の
保
育
環
境
に
つ
い
て
、

安
定
し
た
支
援
体
制
強
化
な
ど
の
課
題
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
共
働
き
世
帯
の
増
加
に

伴
い
保
育
ニ
ー
ズ
も
高
く
、
障
害
児
な
ど
の

受
け
入
れ
者
数
は
今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
事
業
の
継
続
性
の
確
保
が
早
急

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
最
近
の
賃
金
上
昇
や
物
価
高
騰
を
踏
ま

え
、
認
定
こ
ど
も
園
と
意
見
交
換
を
重
ね
、

近
隣
自
治
体
の
状
況
も
参
考
に
、
令
和
８
年

度
、
９
年
度
で
段
階
的
に
障
が
い
児
等
保
育

事
業
費
補
助
金
の
補
助
額
を
上
げ
て
い
く
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。

問
　
本
市
の
資
源
ご
み
の
対
応
に
つ
い
て
、

小
型
充
電
式
電
池
の
取
り
扱
い
は
。

市
民
生
活
部
長
　
資
源
ご
み
の
乾
電
池
類
と

し
て
、
資
源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
市
リ
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
の
専
用
ボ
ッ
ク
ス
に
て
回
収
。

令
和
８
年
度
よ
り
各
種
ご
み
袋
の
結
び
目
部

分
に
注
意
喚
起
文
な
ど
を
付
け
加
え
案
内
。

問
　
膨
張
し
た
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
の
回

収
は
可
能
か
。

市
民
生
活
部
長
　
金
属
端
子
部
分
を
テ
ー
プ

な
ど
で
絶
縁
し
た
上
で
、
通
常
の
回
収
方
法

と
同
様
に
回
収
し
て
い
る
。
発
火
な
ど
の
危

険
性
が
判
断
さ
れ
る
も
の
は
、
市
リ
サ
イ
ク

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
収
し
、
防
火
・
防
爆

バ
ッ
ク
に
保
管
し
、
処
理
し
て
い
る
。

公明党
足立　詔子 議員
一問一答方式

若
年
性
が
ん
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

問
　
特
徴
や
現
状
な
ど
市
の
認
識
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
若
年
性
が
ん
は
Ａ
Ｙ
Ａ

世
代
と
い
わ
れ
る
思
春
期
・
若
年
成
人
世
代

の
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
に
発
症
す
る
が
ん
を

指
し
、
小
児
で
発
症
す
る
が
ん
と
成
人
で
発

症
す
る
こ
と
が
多
い
が
ん
の
両
方
の
種
類
が

存
在
す
る
。
進
行
が
早
く
悪
性
度
が
高
い
と

い
っ
た
特
徴
が
あ
り
、
食
生
活
や
運
動
不
足

な
ど
生
活
習
慣
の
変
化
が
若
年
層
の
が
ん
の

増
加
要
因
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
る
。

問
　
39
歳
以
下
で
最
も
多
い
乳
が
ん
と
子
宮

が
ん
の
検
診
で
、
早
期
発
見
、
受
診
率
向
上

の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
毎
年
６
月
か
ら
10
月
末

ま
で
の
５
カ
月
間
で
が
ん
検
診
を
実
施
し
、

対
象
者
全
員
に
は
が
き
サ
イ
ズ
の
受
診
券
を

郵
送
の
上
、
受
診
を
勧
奨
。

　
乳
が
ん
お
よ
び
子
宮
が
ん
検
診
の
受
診
率

は
低
い
状
況
に
あ
る
の
で
、
子
宮
が
ん
検
診

で
は
20
歳
の
人
に
、
乳
が
ん
検
診
で
は
40
歳

の
人
に
対
し
て
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
付

し
、
受
診
を
勧
め
て
い
る
。

問
　
若
年
が
ん
患
者
在
宅
療
養
支
援
事
業

は
、
県
が
費
用
を
助
成
す
る
市
町
村
に
対
し

て
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
市
も
費
用
の
助
成

制
度
を
導
入
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が

見
解
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
県
で
は
終
末
期
の
在
宅

療
養
支
援
に
要
す
る
費
用
を
支
援
す
る
市
町

村
に
事
業
費
の
２
分
の
１
の
助
成
を
行
っ
て

お
り
、
本
市
で
も
、
本
事
業
の
実
施
に
向
け

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

公明党
近藤みどり 議員
一問一答方式

令和７年度あま市がん検診ガイド
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開
閉
庁
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

問
　
変
更
の
理
由
は
。

市
長
公
室
長
　
開
庁
時
間
と
勤
務
時
間
に
差

を
設
け
る
こ
と
で
生
み
出
さ
れ
る
時
間
を
課

内
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
政
策
立
案
に
充
て
る
こ

と
に
よ
り
、
職
員
間
の
情
報
共
有
や
連
携
強

化
、
業
務
の
生
産
性
向
上
に
つ
な
げ
、
市
の

課
題
解
決
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を

達
成
す
る
た
め
。

問
　
開
庁
時
間
に
は
賛
成
だ
が
、
閉
庁
時
間

は
、
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
も
最
も
適

し
た
時
間
と
し
て
一
番
回
答
の
多
か
っ
た
午

後
４
時
と
、
次
に
多
か
っ
た
午
後
５
時
と
の

差
が
わ
ず
か
４
票
で
あ
っ
た
。
午
後
４
時
半

以
降
と
す
る
考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。

市
長
公
室
長
　
開
庁
時
間
の
見
直
し
に
よ
る

効
果
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
閉

庁
後
に
75
分
の
時
間
を
確
保
で
き
る
午
後
４

時
ま
で
を
閉
庁
時
間
と
し
た
。

問
　
午
後
４
時
と
す
る
こ
と
の
最
終
的
な
決

定
は
誰
が
行
っ
た
の
か
。

市
長
　
私
に
な
る
。

問
　
住
民
の
こ
と
は
考
慮
し
た
か
。

市
長
公
室
長
　
証
明
書
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
手
続
の
電
子
申
請
化
な

ど
の
行
か
な
い
窓
口
の
推
進
や
、
電
話
を
こ

れ
ま
で
ど
お
り
の
時
間
つ
な
が
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
利
用
状
況
の
影
響
を
少
な
く
す

る
。

問
　
開
閉
庁
時
間
の
変
更
に
伴
い
改
正
が
必

要
と
な
る
条
例
、
規
則
な
ど
は
あ
る
か
。

市
長
　
庁
舎
管
理
規
則
に
新
た
に
窓
口
受
付

時
間
を
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
と
す

る
規
定
を
追
加
す
る
な
ど
、
一
部
の
規
則
な

ど
に
お
い
て
改
正
を
行
っ
て
い
る
。

市民改革クラブ
松下　昭憲 議員
一問一答方式

公
園
等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

問
　
都
市
公
園
の
年
間
の
除
草
作
業
の
流
れ

と
頻
度
は
。

建
設
産
業
部
長
　
毎
年
４
月
中
旬
に
委
託
業

者
を
決
定
し
、
除
草
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

６
月
か
ら
11
月
頃
に
年
間
３
回
か
ら
５
回
の

除
草
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
児
童
遊
園
、
ち
び
っ
子
広
場
の
除
草
作

業
は
ど
こ
が
行
っ
て
い
る
か
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
地
域
の
住
民
活
動
の

一
環
と
し
て
、
自
治
会
や
町
内
会
、
子
ど
も

会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
で
除
草
作
業
を
実
施

し
て
い
る
。

問
　
児
童
遊
園
、
ち
び
っ
子
広
場
に
つ
い

て
、
都
市
公
園
同
様
の
管
理
方
法
の
検
討
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
地
域
へ
の
委
託
に
よ
る

継
続
的
な
実
施
が
危
惧
さ
れ
る
現
状
を
踏
ま

え
、
管
理
団
体
か
ら
の
意
見
を
も
ら
い
つ

つ
、
今
後
の
在
り
方
、
維
持
管
理
方
法
に
つ

い
て
整
理
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
　
釧
路
市
と
の
協
定
締
結
の
詳
細
を
。

市
長
公
室
長
　
被
災
し
た
市
か
ら
の
要
請
に

基
づ
き
、
食
料
、
生
活
必
需
品
の
提
供
や
職

員
派
遣
な
ど
、
被
災
後
に
速
や
か
な
復
旧
活

動
が
で
き
る
よ
う
相
互
協
力
す
る
も
の
。

　
同
時
に
被
害
を
受
け
に
く
い
と
さ
れ
る
地

域
と
の
協
定
は
相
互
に
有
益
で
あ
り
、
巨
大

地
震
や
津
波
被
害
へ
の
対
策
、
被
災
後
の
迅

速
な
復
旧
活
動
の
た
め
の
相
互
協
力
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
両
市
の
思
い
が
一
致
し
、
令

和
７
年
９
月
29
日
に
協
定
締
結
し
た
。

問
　
今
後
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
。

市
長
　
本
市
で
は
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
、
北

海
道
釧
路
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を

締
結
。
沖
縄
県
名
護
市
と
は
、
防
災
交
流

都
市
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
大
規
模
災

害
時
の
同
時
の
被
災
リ
ス
ク
が
小
さ
く
、

効
果
的
な
後
方
支
援
を
可
能
に
す
る
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
も
お
互
い
の
防
災
力
、
減
災
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

志政会
森　耕治 議員
一問一答方式

変わります開庁時間（広報あま１月号）

災
害
協
定
に
つ
い
て

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て



保
育
に
つ
い
て

問
　
育
児
休
業
退
園
制
度
に
つ
い
て
見
直
し

が
必
要
で
は
。

市
長
　
多
く
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い

る
が
、
育
児
休
業
退
園
制
度
に
よ
り
対
象
と

な
る
保
護
者
に
対
し
て
大
き
な
負
担
を
か
け

て
い
る
の
は
事
実
で
あ
り
、
本
市
で
も
育
児

休
業
退
園
制
度
を
見
直
す
時
期
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
市
内
の
各
保
育
施
設
と
の
調
整

後
、
令
和
８
年
４
月
を
め
ど
に
ゼ
ロ
歳
児
と

１
歳
児
の
継
続
利
用
が
で
き
る
よ
う
制
度
の

見
直
し
を
行
い
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
で
周
知
し
て
い
く
。

問
　
障
害
児
な
ど
の
保
育
環
境
に
つ
い
て
、

安
定
し
た
支
援
体
制
強
化
な
ど
の
課
題
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
共
働
き
世
帯
の
増
加
に

伴
い
保
育
ニ
ー
ズ
も
高
く
、
障
害
児
な
ど
の

受
け
入
れ
者
数
は
今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
事
業
の
継
続
性
の
確
保
が
早
急

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
最
近
の
賃
金
上
昇
や
物
価
高
騰
を
踏
ま

え
、
認
定
こ
ど
も
園
と
意
見
交
換
を
重
ね
、

近
隣
自
治
体
の
状
況
も
参
考
に
、
令
和
８
年

度
、
９
年
度
で
段
階
的
に
障
が
い
児
等
保
育

事
業
費
補
助
金
の
補
助
額
を
上
げ
て
い
く
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。

問
　
本
市
の
資
源
ご
み
の
対
応
に
つ
い
て
、

小
型
充
電
式
電
池
の
取
り
扱
い
は
。

市
民
生
活
部
長
　
資
源
ご
み
の
乾
電
池
類
と

し
て
、
資
源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
市
リ
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
の
専
用
ボ
ッ
ク
ス
に
て
回
収
。

令
和
８
年
度
よ
り
各
種
ご
み
袋
の
結
び
目
部

分
に
注
意
喚
起
文
な
ど
を
付
け
加
え
案
内
。

問
　
膨
張
し
た
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
の
回

収
は
可
能
か
。

市
民
生
活
部
長
　
金
属
端
子
部
分
を
テ
ー
プ

な
ど
で
絶
縁
し
た
上
で
、
通
常
の
回
収
方
法

と
同
様
に
回
収
し
て
い
る
。
発
火
な
ど
の
危

険
性
が
判
断
さ
れ
る
も
の
は
、
市
リ
サ
イ
ク

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
収
し
、
防
火
・
防
爆

バ
ッ
ク
に
保
管
し
、
処
理
し
て
い
る
。

公明党
足立　詔子 議員
一問一答方式

若
年
性
が
ん
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

問
　
特
徴
や
現
状
な
ど
市
の
認
識
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
若
年
性
が
ん
は
Ａ
Ｙ
Ａ

世
代
と
い
わ
れ
る
思
春
期
・
若
年
成
人
世
代

の
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
に
発
症
す
る
が
ん
を

指
し
、
小
児
で
発
症
す
る
が
ん
と
成
人
で
発

症
す
る
こ
と
が
多
い
が
ん
の
両
方
の
種
類
が

存
在
す
る
。
進
行
が
早
く
悪
性
度
が
高
い
と

い
っ
た
特
徴
が
あ
り
、
食
生
活
や
運
動
不
足

な
ど
生
活
習
慣
の
変
化
が
若
年
層
の
が
ん
の

増
加
要
因
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
る
。

問
　
39
歳
以
下
で
最
も
多
い
乳
が
ん
と
子
宮

が
ん
の
検
診
で
、
早
期
発
見
、
受
診
率
向
上

の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
毎
年
６
月
か
ら
10
月
末

ま
で
の
５
カ
月
間
で
が
ん
検
診
を
実
施
し
、

対
象
者
全
員
に
は
が
き
サ
イ
ズ
の
受
診
券
を

郵
送
の
上
、
受
診
を
勧
奨
。

　
乳
が
ん
お
よ
び
子
宮
が
ん
検
診
の
受
診
率

は
低
い
状
況
に
あ
る
の
で
、
子
宮
が
ん
検
診

で
は
20
歳
の
人
に
、
乳
が
ん
検
診
で
は
40
歳

の
人
に
対
し
て
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
付

し
、
受
診
を
勧
め
て
い
る
。

問
　
若
年
が
ん
患
者
在
宅
療
養
支
援
事
業

は
、
県
が
費
用
を
助
成
す
る
市
町
村
に
対
し

て
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
市
も
費
用
の
助
成

制
度
を
導
入
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が

見
解
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
県
で
は
終
末
期
の
在
宅

療
養
支
援
に
要
す
る
費
用
を
支
援
す
る
市
町

村
に
事
業
費
の
２
分
の
１
の
助
成
を
行
っ
て

お
り
、
本
市
で
も
、
本
事
業
の
実
施
に
向
け

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

公明党
近藤みどり 議員
一問一答方式

令和７年度あま市がん検診ガイド
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開
閉
庁
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

問
　
変
更
の
理
由
は
。

市
長
公
室
長
　
開
庁
時
間
と
勤
務
時
間
に
差

を
設
け
る
こ
と
で
生
み
出
さ
れ
る
時
間
を
課

内
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
政
策
立
案
に
充
て
る
こ

と
に
よ
り
、
職
員
間
の
情
報
共
有
や
連
携
強

化
、
業
務
の
生
産
性
向
上
に
つ
な
げ
、
市
の

課
題
解
決
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を

達
成
す
る
た
め
。

問
　
開
庁
時
間
に
は
賛
成
だ
が
、
閉
庁
時
間

は
、
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
も
最
も
適

し
た
時
間
と
し
て
一
番
回
答
の
多
か
っ
た
午

後
４
時
と
、
次
に
多
か
っ
た
午
後
５
時
と
の

差
が
わ
ず
か
４
票
で
あ
っ
た
。
午
後
４
時
半

以
降
と
す
る
考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。

市
長
公
室
長
　
開
庁
時
間
の
見
直
し
に
よ
る

効
果
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
閉

庁
後
に
75
分
の
時
間
を
確
保
で
き
る
午
後
４

時
ま
で
を
閉
庁
時
間
と
し
た
。

問
　
午
後
４
時
と
す
る
こ
と
の
最
終
的
な
決

定
は
誰
が
行
っ
た
の
か
。

市
長
　
私
に
な
る
。

問
　
住
民
の
こ
と
は
考
慮
し
た
か
。

市
長
公
室
長
　
証
明
書
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
手
続
の
電
子
申
請
化
な

ど
の
行
か
な
い
窓
口
の
推
進
や
、
電
話
を
こ

れ
ま
で
ど
お
り
の
時
間
つ
な
が
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
利
用
状
況
の
影
響
を
少
な
く
す

る
。

問
　
開
閉
庁
時
間
の
変
更
に
伴
い
改
正
が
必

要
と
な
る
条
例
、
規
則
な
ど
は
あ
る
か
。

市
長
　
庁
舎
管
理
規
則
に
新
た
に
窓
口
受
付

時
間
を
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
と
す

る
規
定
を
追
加
す
る
な
ど
、
一
部
の
規
則
な

ど
に
お
い
て
改
正
を
行
っ
て
い
る
。

市民改革クラブ
松下　昭憲 議員
一問一答方式

公
園
等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

問
　
都
市
公
園
の
年
間
の
除
草
作
業
の
流
れ

と
頻
度
は
。

建
設
産
業
部
長
　
毎
年
４
月
中
旬
に
委
託
業

者
を
決
定
し
、
除
草
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

６
月
か
ら
11
月
頃
に
年
間
３
回
か
ら
５
回
の

除
草
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
児
童
遊
園
、
ち
び
っ
子
広
場
の
除
草
作

業
は
ど
こ
が
行
っ
て
い
る
か
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
地
域
の
住
民
活
動
の

一
環
と
し
て
、
自
治
会
や
町
内
会
、
子
ど
も

会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
で
除
草
作
業
を
実
施

し
て
い
る
。

問
　
児
童
遊
園
、
ち
び
っ
子
広
場
に
つ
い

て
、
都
市
公
園
同
様
の
管
理
方
法
の
検
討
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
地
域
へ
の
委
託
に
よ
る

継
続
的
な
実
施
が
危
惧
さ
れ
る
現
状
を
踏
ま

え
、
管
理
団
体
か
ら
の
意
見
を
も
ら
い
つ

つ
、
今
後
の
在
り
方
、
維
持
管
理
方
法
に
つ

い
て
整
理
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
　
釧
路
市
と
の
協
定
締
結
の
詳
細
を
。

市
長
公
室
長
　
被
災
し
た
市
か
ら
の
要
請
に

基
づ
き
、
食
料
、
生
活
必
需
品
の
提
供
や
職

員
派
遣
な
ど
、
被
災
後
に
速
や
か
な
復
旧
活

動
が
で
き
る
よ
う
相
互
協
力
す
る
も
の
。

　
同
時
に
被
害
を
受
け
に
く
い
と
さ
れ
る
地

域
と
の
協
定
は
相
互
に
有
益
で
あ
り
、
巨
大

地
震
や
津
波
被
害
へ
の
対
策
、
被
災
後
の
迅

速
な
復
旧
活
動
の
た
め
の
相
互
協
力
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
両
市
の
思
い
が
一
致
し
、
令

和
７
年
９
月
29
日
に
協
定
締
結
し
た
。

問
　
今
後
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
。

市
長
　
本
市
で
は
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
、
北

海
道
釧
路
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を

締
結
。
沖
縄
県
名
護
市
と
は
、
防
災
交
流

都
市
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
大
規
模
災

害
時
の
同
時
の
被
災
リ
ス
ク
が
小
さ
く
、

効
果
的
な
後
方
支
援
を
可
能
に
す
る
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
も
お
互
い
の
防
災
力
、
減
災
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

志政会
森　耕治 議員
一問一答方式

変わります開庁時間（広報あま１月号）

災
害
協
定
に
つ
い
て

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て



小
中
学
校
の
適
正
配
置
と
再
構
築
に
つ
い
て

問
　
小
規
模
校
が
抱
え
る
教
育
課
題
は
。

教
育
部
長
　
行
事
や
部
活
動
な
ど
に
お
い

て
、
チ
ー
ム
編
成
の
幅
が
限
ら
れ
、
人
間
関

係
が
固
定
化
さ
れ
て
し
ま
う
。

問
　
施
設
の
老
朽
化
と
維
持
管
理
の
課
題
は
。

教
育
部
長
　
部
分
改
修
し
て
い
る
が
全
体
的

な
老
朽
化
、
機
能
低
下
が
進
行
し
て
い
る
状

況
。
令
和
６
年
度
の
市
の
全
小
中
学
校
の
維

持
管
理
費
用
は
約
９
億
６
４
８
５
万
円
。

問
　
よ
り
よ
い
学
び
の
た
め
の
教
育
再
編
の

方
向
性
は
。

教
育
部
長
　
公
共
施
設
再
配
置
計
画
で
は
、

学
級
数
が
標
準
よ
り
少
な
い
学
校
に
つ
い
て

は
機
能
の
統
合
を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
あ
ま
市
立
小
中
学
校
の
あ
り
方
に
関

す
る
基
本
的
方
針
で
は
、
小
規
模
校
お
よ
び

大
規
模
校
の
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
特
色
あ
る
学
校
運
営
を
支

援
す
る
が
、
単
学
級
学
年
ま
で
小
規
模
と
な

る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
。
学
校
の
適
正
規

模
を
確
保
し
、
教
育
の
質
的
充
実
を
図
る
た

め
、
小
中
一
貫
教
育
を
行
う
学
校
を
設
置
す

る
こ
と
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

問
　
地
域
住
民
、
保
護
者
の
意
向
把
握
と
合

意
形
成
の
在
り
方
は
。

教
育
部
長
　
令
和
７
年
２
月
に
、
あ
ま
市

小
中
学
校
あ
り
方
課
題
別
検
討
委
員
会

を
、
小
中
一
貫
教
育
を
テ
ー
マ
と
し
て
開

催
し
、
市
内
小
中
学
校
の
校
長
か
ら
意
見

聴
取
を
行
っ
た
。
同
年
11
月
に
は
、
宝
小

学
校
、
秋
竹
小
学
校
お
よ
び
七
宝
北
中
学

校
の
学
校
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、
小
中

一
貫
教
育
を
行
う
学
校
の
設
置
に
つ
い
て

意
見
聴
取
を
行
っ
た
。

志政会
宮崎　環 議員
一問一答方式

甚
目
寺
地
区
の
公
共
施
設
再
配
置
計
画
を
問
う

問
　
下
萱
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
は

計
画
上
、
令
和
８
年
に
解
体
だ
が
、
住
民
協

議
が
続
い
て
い
る
。
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

市
長
公
室
長
　
譲
渡
の
方
向
性
で
調
整
中
。

問
　
築
50
年
を
超
え
る
萱
津
保
育
園
と
聖
徳

保
育
園
は
建
物
の
老
朽
化
、
周
辺
狭
小
道
路

に
お
け
る
渋
滞
や
安
全
面
の
課
題
が
あ
る
。

今
後
の
具
体
的
な
計
画
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
利
用
者
や
近
隣
住
民
に

不
便
を
か
け
て
い
る
。
両
保
育
園
は
民
営
化
な

ど
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
現
時
点
で
具

体
的
な
計
画
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

問
　
計
画
が
進
ま
な
い
の
は
何
が
問
題
か
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
代
替
地
の
確
保
や
保
育

定
員
の
確
保
、
保
育
環
境
の
安
全
面
の
確
保
が

課
題
と
な
る
。
移
設
を
前
提
と
す
る
場
合
、

設
置
場
所
、
用
地
の
確
保
な
ど
が
課
題
。

問
　
難
航
し
て
い
る
甚
目
寺
地
区
の
公
共
施

設
再
配
置
計
画
だ
が
、
提
案
と
し
て
、
下
萱

津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
跡
地
を
両

保
育
園
の
民
営
化
用
地
と
し
て
住
民
に
提
案

し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
大
変
す
ば
ら
し
い
案
。
い
ろ
ん
な
方

向
性
を
鑑
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
元
の

協
議
が
大
切
で
、
時
間
を
か
け
て
や
る
。

問
　
再
配
置
計
画
の
予
定
が
だ
い
ぶ
遅
れ
そ

う
だ
が
、
い
つ
ま
で
に
進
め
る
の
か
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
萱
津
保
育
園
は
築
52

年
、
聖
徳
保
育
園
は
築
54
年
が
経
過
。
そ
れ

ほ
ど
時
間
は
取
れ
な
い
が
、
具
体
的
な
期
間

は
示
せ
な
い
。

問
　
過
年
度
の
い
じ
め
報
告
件
数
は
。

教
育
部
長
　
令
和
４
年
度
90
件
、
令
和
５
年

度
73
件
、
令
和
６
年
度
１
３
０
件
。

問
　
他
自
治
体
の
よ
う
に
、
い
じ
め
対
策
を

推
進
す
る
条
例
を
市
で
も
制
定
し
て
、
全
て

の
関
係
者
で
い
じ
め
問
題
克
服
に
向
け
た
努

力
を
す
べ
き
で
は
。

教
育
部
長
　
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に
お

い
て
、
全
て
の
関
係
者
と
連
携
の
下
、
い
じ

め
問
題
解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

一問一答方式
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美
し
い
並
木
道
再
生
事
業
に
つ
い
て

問
　
事
業
の
計
画
に
対
し
て
実
績
が
半
分
と

い
う
状
況
は
な
ぜ
か
。

建
設
産
業
部
長
　
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税

を
財
源
と
す
る
交
付
金
を
財
源
に
実
施
し
て

い
る
が
、
交
付
率
が
低
か
っ
た
た
め
。

問
　
県
と
の
交
渉
は
進
め
て
き
た
の
か
。

建
設
産
業
部
長
　
県
内
市
町
村
の
要
望
額
が
、

県
の
予
算
を
超
え
た
こ
と
が
要
因
と
確
認
。

問
　
街
路
樹
の
種
類
は
何
か
。

建
設
産
業
部
長
　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
と
オ
タ
フ
ク

ナ
ン
テ
ン
。

問
　
緑
の
基
本
計
画
で
は
、
市
と
民
間
業
者

で
管
理
体
制
を
構
築
す
る
と
し
て
い
る
が
、

ど
う
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
。

建
設
産
業
部
長
　
専
門
的
な
知
見
の
活
用
を

検
討
し
、
適
切
な
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
外
国
人
を
敵
視
す
る
排
外
主
義
が
強
ま

る
中
、
外
国
人
は
生
活
保
護
を
受
け
や
す
い

と
い
う
言
説
が
あ
る
。
市
で
生
活
保
護
を
受

給
で
き
る
外
国
人
は
、
ど
う
い
う
人
か
。

福
祉
部
長
　
適
法
に
日
本
に
滞
在
し
、
活
動

に
制
限
を
受
け
な
い
在
留
資
格
を
有
す
る
永

住
者
、
日
本
人
・
永
住
者
の
配
偶
者
な
ど
、

定
住
者
、
特
別
永
住
者
、
認
定
難
民
の
人
。

問
　
外
国
人
の
受
給
状
況
は
。

福
祉
部
長
　
令
和
７
年
10
月
１
日
時
点
で
、

12
世
帯
24
人
。

問
　
外
国
人
は
生
活
保
護
を
受
け
や
す
い

の
か
。

福
祉
部
長
　
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

問
　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
（
加
入

者
）
に
占
め
る
外
国
人
の
人
数
と
割
合
は
。

市
民
生
活
部
長
　
令
和
６
年
３
月
31
日
時
点

で
、
６
１
２
人
、
４・
０
４
％
。

問
　
被
保
険
者
と
な
る
外
国
人
は
。

市
民
生
活
部
長
　
市
に
住
民
登
録
を
し
、
在

留
期
間
が
３
カ
月
を
超
え
、
他
の
公
的
な
医

療
保
険
の
適
用
を
受
け
な
い
人
。

問
　
外
国
人
は
国
民
健
康
保
険
で
優
遇
さ
れ

て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長
　
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

日本共産党
野中　幸夫 議員
一問一答方式

七
宝
蟹
江
線
の
整
備
に
伴
う
周
辺
へ
の
影
響

問
　
現
在
の
整
備
状
況
と
経
緯
は
。

建
設
産
業
部
長
　
都
市
計
画
道
路
七
宝
蟹

江
線
は
、
主
要
な
幹
線
道
路
を
南
北
に
つ

な
ぐ
道
路
で
あ
る
。
名
鉄
津
島
線
と
の
交

差
部
は
、
県
道
側
が
立
体
化
さ
れ
る
計
画

で
昭
和
53
年
に
県
に
よ
り
都
市
計
画
決
定

が
さ
れ
て
い
る
。
整
備
状
況
は
、
通
称
、

上
街
道
と
呼
ば
れ
る
市
道
森
山
甚
目
寺
線

よ
り
南
側
に
お
い
て
は
、
土
地
改
良
事
業

の
際
に
県
に
よ
り
一
部
の
用
地
取
得
、
整

備
が
進
め
ら
れ
、
新
庁
舎
建
設
に
併
せ
た

交
差
点
改
良
も
一
部
行
わ
れ
て
お
り
、
暫

定
的
な
供
用
が
さ
れ
て
い
る
。
上
街
道
北

側
に
お
い
て
は
未
整
備
の
状
態
。

問
　
本
市
に
お
け
る
位
置
付
け
は
。

建
設
産
業
部
長
　
新
市
基
本
計
画
に
お
い

て
、
県
が
優
先
的
に
整
備
ま
た
は
そ
の
検
討

を
す
る
重
要
な
道
路
で
あ
る
と
位
置
付
け
て

い
る
。

問
　
今
後
の
予
定
は
。

建
設
産
業
部
長
　
県
に
お
い
て
進
め
る
名
鉄

交
差
部
の
橋
梁
予
備
設
計
が
ま
と
ま
っ
た
段

階
で
、
名
鉄
お
よ
び
公
安
委
員
会
と
協
議
調

整
を
行
い
、
都
市
計
画
の
変
更
手
続
が
進
め

ら
れ
、
当
該
事
業
化
の
検
討
が
な
さ
れ
る
。

問
　
周
辺
へ
の
影
響
は
。

建
設
産
業
部
長
　
踏
切
が
廃
止
さ
れ
、
上
街

道
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
遮
断
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問
　
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

市
長
　
議
員
発
言
の
高
架
下
に
ロ
ー
タ
リ
ー

を
造
る
の
も
一
つ
の
案
で
あ
る
が
、
地
域
住

民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
市
と
県
で
歩
調

を
合
わ
せ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

一問一答方式

新市基本計画

七宝北中学校

志政会
江波　圭一 議員

市民改革クラブ
八島　堅志 議員

外
国
人
を
優
遇
し
て
い
る
の
か

い
じ
め
対
策
を
推
進
す
る
新
条
例
を
提
案



小
中
学
校
の
適
正
配
置
と
再
構
築
に
つ
い
て

問
　
小
規
模
校
が
抱
え
る
教
育
課
題
は
。

教
育
部
長
　
行
事
や
部
活
動
な
ど
に
お
い

て
、
チ
ー
ム
編
成
の
幅
が
限
ら
れ
、
人
間
関

係
が
固
定
化
さ
れ
て
し
ま
う
。

問
　
施
設
の
老
朽
化
と
維
持
管
理
の
課
題
は
。

教
育
部
長
　
部
分
改
修
し
て
い
る
が
全
体
的

な
老
朽
化
、
機
能
低
下
が
進
行
し
て
い
る
状

況
。
令
和
６
年
度
の
市
の
全
小
中
学
校
の
維

持
管
理
費
用
は
約
９
億
６
４
８
５
万
円
。

問
　
よ
り
よ
い
学
び
の
た
め
の
教
育
再
編
の

方
向
性
は
。

教
育
部
長
　
公
共
施
設
再
配
置
計
画
で
は
、

学
級
数
が
標
準
よ
り
少
な
い
学
校
に
つ
い
て

は
機
能
の
統
合
を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
あ
ま
市
立
小
中
学
校
の
あ
り
方
に
関

す
る
基
本
的
方
針
で
は
、
小
規
模
校
お
よ
び

大
規
模
校
の
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
特
色
あ
る
学
校
運
営
を
支

援
す
る
が
、
単
学
級
学
年
ま
で
小
規
模
と
な

る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
。
学
校
の
適
正
規

模
を
確
保
し
、
教
育
の
質
的
充
実
を
図
る
た

め
、
小
中
一
貫
教
育
を
行
う
学
校
を
設
置
す

る
こ
と
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

問
　
地
域
住
民
、
保
護
者
の
意
向
把
握
と
合

意
形
成
の
在
り
方
は
。

教
育
部
長
　
令
和
７
年
２
月
に
、
あ
ま
市

小
中
学
校
あ
り
方
課
題
別
検
討
委
員
会

を
、
小
中
一
貫
教
育
を
テ
ー
マ
と
し
て
開

催
し
、
市
内
小
中
学
校
の
校
長
か
ら
意
見

聴
取
を
行
っ
た
。
同
年
11
月
に
は
、
宝
小

学
校
、
秋
竹
小
学
校
お
よ
び
七
宝
北
中
学

校
の
学
校
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、
小
中

一
貫
教
育
を
行
う
学
校
の
設
置
に
つ
い
て

意
見
聴
取
を
行
っ
た
。

志政会
宮崎　環 議員
一問一答方式

甚
目
寺
地
区
の
公
共
施
設
再
配
置
計
画
を
問
う

問
　
下
萱
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
は

計
画
上
、
令
和
８
年
に
解
体
だ
が
、
住
民
協

議
が
続
い
て
い
る
。
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

市
長
公
室
長
　
譲
渡
の
方
向
性
で
調
整
中
。

問
　
築
50
年
を
超
え
る
萱
津
保
育
園
と
聖
徳

保
育
園
は
建
物
の
老
朽
化
、
周
辺
狭
小
道
路

に
お
け
る
渋
滞
や
安
全
面
の
課
題
が
あ
る
。

今
後
の
具
体
的
な
計
画
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
利
用
者
や
近
隣
住
民
に

不
便
を
か
け
て
い
る
。
両
保
育
園
は
民
営
化
な

ど
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
現
時
点
で
具

体
的
な
計
画
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

問
　
計
画
が
進
ま
な
い
の
は
何
が
問
題
か
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
代
替
地
の
確
保
や
保
育

定
員
の
確
保
、
保
育
環
境
の
安
全
面
の
確
保
が

課
題
と
な
る
。
移
設
を
前
提
と
す
る
場
合
、

設
置
場
所
、
用
地
の
確
保
な
ど
が
課
題
。

問
　
難
航
し
て
い
る
甚
目
寺
地
区
の
公
共
施

設
再
配
置
計
画
だ
が
、
提
案
と
し
て
、
下
萱

津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
跡
地
を
両

保
育
園
の
民
営
化
用
地
と
し
て
住
民
に
提
案

し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
大
変
す
ば
ら
し
い
案
。
い
ろ
ん
な
方

向
性
を
鑑
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
元
の

協
議
が
大
切
で
、
時
間
を
か
け
て
や
る
。

問
　
再
配
置
計
画
の
予
定
が
だ
い
ぶ
遅
れ
そ

う
だ
が
、
い
つ
ま
で
に
進
め
る
の
か
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
萱
津
保
育
園
は
築
52

年
、
聖
徳
保
育
園
は
築
54
年
が
経
過
。
そ
れ

ほ
ど
時
間
は
取
れ
な
い
が
、
具
体
的
な
期
間

は
示
せ
な
い
。

問
　
過
年
度
の
い
じ
め
報
告
件
数
は
。

教
育
部
長
　
令
和
４
年
度
90
件
、
令
和
５
年

度
73
件
、
令
和
６
年
度
１
３
０
件
。

問
　
他
自
治
体
の
よ
う
に
、
い
じ
め
対
策
を

推
進
す
る
条
例
を
市
で
も
制
定
し
て
、
全
て

の
関
係
者
で
い
じ
め
問
題
克
服
に
向
け
た
努

力
を
す
べ
き
で
は
。

教
育
部
長
　
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に
お

い
て
、
全
て
の
関
係
者
と
連
携
の
下
、
い
じ

め
問
題
解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

一問一答方式
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美
し
い
並
木
道
再
生
事
業
に
つ
い
て

問
　
事
業
の
計
画
に
対
し
て
実
績
が
半
分
と

い
う
状
況
は
な
ぜ
か
。

建
設
産
業
部
長
　
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税

を
財
源
と
す
る
交
付
金
を
財
源
に
実
施
し
て

い
る
が
、
交
付
率
が
低
か
っ
た
た
め
。

問
　
県
と
の
交
渉
は
進
め
て
き
た
の
か
。

建
設
産
業
部
長
　
県
内
市
町
村
の
要
望
額
が
、

県
の
予
算
を
超
え
た
こ
と
が
要
因
と
確
認
。

問
　
街
路
樹
の
種
類
は
何
か
。

建
設
産
業
部
長
　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
と
オ
タ
フ
ク

ナ
ン
テ
ン
。

問
　
緑
の
基
本
計
画
で
は
、
市
と
民
間
業
者

で
管
理
体
制
を
構
築
す
る
と
し
て
い
る
が
、

ど
う
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
。

建
設
産
業
部
長
　
専
門
的
な
知
見
の
活
用
を

検
討
し
、
適
切
な
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
外
国
人
を
敵
視
す
る
排
外
主
義
が
強
ま

る
中
、
外
国
人
は
生
活
保
護
を
受
け
や
す
い

と
い
う
言
説
が
あ
る
。
市
で
生
活
保
護
を
受

給
で
き
る
外
国
人
は
、
ど
う
い
う
人
か
。

福
祉
部
長
　
適
法
に
日
本
に
滞
在
し
、
活
動

に
制
限
を
受
け
な
い
在
留
資
格
を
有
す
る
永

住
者
、
日
本
人
・
永
住
者
の
配
偶
者
な
ど
、

定
住
者
、
特
別
永
住
者
、
認
定
難
民
の
人
。

問
　
外
国
人
の
受
給
状
況
は
。

福
祉
部
長
　
令
和
７
年
10
月
１
日
時
点
で
、

12
世
帯
24
人
。

問
　
外
国
人
は
生
活
保
護
を
受
け
や
す
い

の
か
。

福
祉
部
長
　
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

問
　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
（
加
入

者
）
に
占
め
る
外
国
人
の
人
数
と
割
合
は
。

市
民
生
活
部
長
　
令
和
６
年
３
月
31
日
時
点

で
、
６
１
２
人
、
４・
０
４
％
。

問
　
被
保
険
者
と
な
る
外
国
人
は
。

市
民
生
活
部
長
　
市
に
住
民
登
録
を
し
、
在

留
期
間
が
３
カ
月
を
超
え
、
他
の
公
的
な
医

療
保
険
の
適
用
を
受
け
な
い
人
。

問
　
外
国
人
は
国
民
健
康
保
険
で
優
遇
さ
れ

て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長
　
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

日本共産党
野中　幸夫 議員
一問一答方式

七
宝
蟹
江
線
の
整
備
に
伴
う
周
辺
へ
の
影
響

問
　
現
在
の
整
備
状
況
と
経
緯
は
。

建
設
産
業
部
長
　
都
市
計
画
道
路
七
宝
蟹

江
線
は
、
主
要
な
幹
線
道
路
を
南
北
に
つ

な
ぐ
道
路
で
あ
る
。
名
鉄
津
島
線
と
の
交

差
部
は
、
県
道
側
が
立
体
化
さ
れ
る
計
画

で
昭
和
53
年
に
県
に
よ
り
都
市
計
画
決
定

が
さ
れ
て
い
る
。
整
備
状
況
は
、
通
称
、

上
街
道
と
呼
ば
れ
る
市
道
森
山
甚
目
寺
線

よ
り
南
側
に
お
い
て
は
、
土
地
改
良
事
業

の
際
に
県
に
よ
り
一
部
の
用
地
取
得
、
整

備
が
進
め
ら
れ
、
新
庁
舎
建
設
に
併
せ
た

交
差
点
改
良
も
一
部
行
わ
れ
て
お
り
、
暫

定
的
な
供
用
が
さ
れ
て
い
る
。
上
街
道
北

側
に
お
い
て
は
未
整
備
の
状
態
。

問
　
本
市
に
お
け
る
位
置
付
け
は
。

建
設
産
業
部
長
　
新
市
基
本
計
画
に
お
い

て
、
県
が
優
先
的
に
整
備
ま
た
は
そ
の
検
討

を
す
る
重
要
な
道
路
で
あ
る
と
位
置
付
け
て

い
る
。

問
　
今
後
の
予
定
は
。

建
設
産
業
部
長
　
県
に
お
い
て
進
め
る
名
鉄

交
差
部
の
橋
梁
予
備
設
計
が
ま
と
ま
っ
た
段

階
で
、
名
鉄
お
よ
び
公
安
委
員
会
と
協
議
調

整
を
行
い
、
都
市
計
画
の
変
更
手
続
が
進
め

ら
れ
、
当
該
事
業
化
の
検
討
が
な
さ
れ
る
。

問
　
周
辺
へ
の
影
響
は
。

建
設
産
業
部
長
　
踏
切
が
廃
止
さ
れ
、
上
街

道
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
遮
断
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問
　
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

市
長
　
議
員
発
言
の
高
架
下
に
ロ
ー
タ
リ
ー

を
造
る
の
も
一
つ
の
案
で
あ
る
が
、
地
域
住

民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
市
と
県
で
歩
調

を
合
わ
せ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

一問一答方式

新市基本計画

七宝北中学校

志政会
江波　圭一 議員

市民改革クラブ
八島　堅志 議員

外
国
人
を
優
遇
し
て
い
る
の
か

い
じ
め
対
策
を
推
進
す
る
新
条
例
を
提
案



市
の
財
政
状
況
と
来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

問
　
財
政
状
況
に
つ
い
て
市
の
認
識
は
。

総
務
部
長
　
人
件
費
、
扶
助
費
、
物
件
費
な

ど
の
歳
出
が
増
加
、
基
金
の
減
少
が
続
け

ば
、
財
政
運
営
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
し
な
が
ら
持
続

可
能
な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
、
事
務
事
業

の
見
直
し
や
歳
入
確
保
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
。

問
　
最
近
の
物
価
の
高
騰
が
財
政
状
況
に
与

え
る
影
響
は
。

総
務
部
長
　
公
共
工
事
や
イ
ン
フ
ラ
更
新
の

事
業
費
増
加
や
計
画
の
遅
れ
な
ど
、
市
民
生

活
や
行
財
政
運
営
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
令
和
８
年
度
予
算
の
編
成
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
は
。

市
長
　
本
市
の
財
政
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
が
、
市
民
生
活
の
安
定
と
幸
福

に
直
結
す
る
施
策
は
着
実
に
取
り
組
む
。
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
選
択
と
集
中
で
施
策
を

確
実
に
実
行
し
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

と
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
す
。

問
　
市
長
の
現
任
期
の
取
り
組
み
・
実
績
を

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

市
長
　
令
和
４
年
10
月
か
ら
高
校
生
ま
で
の

入
院
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
通
院
に
係
る
医

療
費
保
険
自
己
負
担
を
助
成
。
ビ
ジ
ネ
ス
推

進
の
点
で
は
、
創
業
促
進
支
援
補
助
金
を
新

た
に
導
入
。
県
の
企
業
庁
に
よ
り
方
領
区
が

新
規
開
発
地
区
と
し
て
決
定
さ
れ
、
エ
ン
ト

リ
ー
企
業
が
32
社
と
関
心
の
高
い
状
況
。
あ

ま
市
民
病
院
は
、
直
営
時
に
比
べ
、
地
域
医

療
の
責
務
を
果
た
し
て
お
り
、
市
民
の
信
頼

と
信
用
を
得
て
い
る
。

問
　
市
長
は
、
来
年
４
月
の
市
長
選
挙
に
向

け
、
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

市
長
　
万
里
一
空
の
精
神
で
、
残
り
の
任
期

に
全
身
全
霊
を
傾
け
て
取
り
組
む
。
そ
の
上

で
、
来
る
べ
き
市
長
選
挙
に
向
け
て
、
支
援

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
関
係
者
の
意
見
を
聞

き
熟
慮
に
熟
慮
を
重
ね
て
、
進
退
に
つ
い
て

最
終
的
な
結
論
を
今
後
出
し
て
い
き
た
い
。

一問一答方式

出
産
・
子
育
て
に
つ
い
て

問
　
国
の
支
援
に
加
え
、
市
単
独
の
支
援
を

す
る
考
え
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
向
け
た
施
策
に
つ
い
て
調

査
、
研
究
す
る
。

問
　
出
産
後
一
定
期
間
ミ
ル
ク
、
お
む
つ
な

ど
の
現
物
支
給
を
す
る
考
え
は
。

市
長
　
今
後
、
制
度
設
計
が
で
き
次
第
、
実

施
し
て
い
き
た
い
。

問
　
重
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
子
育
て
支
援
に
使
え
な
い
か
。

市
長
公
室
長
　
子
育
て
世
帯
を
含
む
幅
広
い

世
代
を
応
援
す
る
予
定
。

問
　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事

業
内
容
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
家
庭
訪
問
な
ど
に
よ

り
、
保
健
師
や
助
産
師
が
悩
み
に
寄
り
添

い
、
安
心
し
て
出
産
、
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
支
援
。

問
　
産
後
ケ
ア
の
周
知
促
進
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

や
母
子
保
健
事
業
年
間
行
事
予
定
表
に
掲
載

す
る
ほ
か
、
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
よ
り

説
明
を
す
る
な
ど
周
知
し
て
い
る
。

問
　
男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
状
況
は
。

市
長
公
室
長
　
令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
、

取
得
割
合
は
１
０
０
％
。
な
お
、
育
児
休
業

後
に
復
帰
す
る
部
署
も
で
き
る
限
り
育
児
休

業
前
と
同
じ
部
署
と
し
て
い
る
。

問
　
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
認
識
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
生
後
６
カ
月
以
内
に
感

染
し
た
場
合
、
細
気
管
支
炎
や
肺
炎
を
引
き

起
こ
す
リ
ス
ク
が
高
く
、
特
に
基
礎
疾
患
を

持
つ
乳
幼
児
、
高
齢
者
が
重
症
化
し
や
す
い
。

問
　
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
公
費

助
成
を
実
施
す
る
考
え
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
妊
婦
を
対
象
と
し
た
ワ

ク
チ
ン
の
定
期
接
種
を
令
和
８
年
４
月
か
ら

始
め
る
。
今
回
定
期
接
種
化
と
な
ら
な
い
高

齢
者
に
つ
い
て
は
、
国
お
よ
び
他
の
自
治
体

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
今
後
も
調
査
、

研
究
し
て
い
く
。

志政会
後藤　哲哉 議員

一問一答方式

公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
見
直
し
を

問
　
保
育
園
の
進
捗
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
現
時
点
で
は
具
体
的
な

方
針
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。

問
　
市
民
の
意
見
を
聞
く
こ
と
は
可
能
か
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
提
案
が
あ
れ
ば
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
児
童
館
の
進
捗
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
第
１
期
の
期
間
中
に
移

転
は
難
し
い
。

問
　
産
業
会
館
の
進
捗
は
。

総
務
部
長
　
旧
七
宝
産
業
会
館
は
、
海
部
東

部
消
防
組
合
の
新
消
防
庁
舎
用
地
と
し
て
売

却
す
る
予
定
。

建
設
産
業
部
長
　
甚
目
寺
産
業
会
館
は
、
民

間
へ
の
譲
渡
ま
た
は
解
体
を
検
討
し
て
い
る
。

問
　
体
育
館
の
進
捗
は
。

教
育
部
長
　
七
宝
総
合
体
育
館
は
第
２
期
の

令
和
18
年
度
ま
で
に
解
体
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
る
が
、
具
体
的
な
解
体
時
期
は
決
ま
っ

て
い
な
い
。

問
　
体
育
館
２
階
ア
リ
ー
ナ
の
照
明
が
修
理

さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

教
育
部
長
　
令
和
８
年
度
下
半
期
中
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
へ
取
り
換
え
を
行
う
予
定
。

問
　
公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
評
価
は
。

市
長
公
室
長
　
第
１
期
中
に
達
成
ま
た
は
達

成
見
込
み
の
施
設
と
、
達
成
が
見
込
め
な
い

施
設
が
あ
る
。

問
　
複
合
施
設
の
建
設
な
ど
も
含
ま
れ
て
い

る
が
、
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
公
室
長
　
市
民
ニ
ー
ズ
や
実
情
に
合
わ

せ
て
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

問
　
見
直
し
に
当
た
り
、
市
民
の
意
見
を
求

め
る
よ
う
な
考
え
は
。

市
長
公
室
長
　
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

べ
く
検
討
し
て
い
く
。

問
　
開
庁
時
間
の
短
縮
に
よ
り
平
日
に
来
庁

す
る
こ
と
が
今
以
上
に
難
し
く
な
る
人
も
い

る
。
土
日
に
開
庁
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

市
長
公
室
長
　
現
時
点
で
は
、
土
日
に
開
庁

す
る
予
定
は
な
い
。

一問一答方式

小
中
学
校
プ
ー
ル
兼
用
の
屋
内
市
民
プ
ー
ル
を

問
　
小
中
学
校
プ
ー
ル
の
老
朽
化
の
度
合
い

と
具
体
的
な
老
朽
箇
所
は
。

教
育
部
長
　
17
校
中
15
校
が
築
40
年
を
経
過

し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
老
朽
箇
所

は
、
プ
ー
ル
槽
の
塗
装
の
剥
離
、
循
環
ろ
過

設
備
・
配
管
類
の
腐
食
、
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
の

付
帯
設
備
の
損
傷
な
ど
が
あ
る
。

問
　
学
校
プ
ー
ル
を
維
持
す
る
た
め
の
改
修

費
用
と
維
持
管
理
費
用
は
。

教
育
部
長
　
令
和
６
年
度
の
市
の
全
小
中
学

校
の
プ
ー
ル
に
係
る
維
持
管
理
費
な
ど
は
、

約
１
５
７
５
万
円
。

問
　
小
中
学
校
別
で
の
稼
働
率
は
。
ま
た
、

炎
天
下
で
の
授
業
の
状
況
は
。

教
育
部
長
　
令
和
７
年
６
月
か
ら
９
月
ま
で

の
登
校
日
数
の
う
ち
、
水
泳
授
業
実
施
日
数

の
割
合
は
、
小
学
校
で
は
最
小
で
1
7
・
5

％
、
最
大
で
4
0
・
4
％
、
中
学
校
で
最
小

2
2・8
％
、
最
大
で
4
3・9
％
。
ま
た
、

暑
さ
指
数
に
よ
る
プ
ー
ル
授
業
の
中
止

は
、
17
小
中
学
校
の
合
計
18
日
間
で
43
時
限

あ
っ
た
。

問
　
屋
外
プ
ー
ル
の
今
後
に
つ
い
て
の
考
え

と
、
屋
内
プ
ー
ル
導
入
に
よ
る
有
益
性
は
。

教
育
部
長
　
屋
外
プ
ー
ル
の
必
要
最
低
限
の

改
修
は
行
う
が
、
大
規
模
改
修
や
プ
ー
ル
の

建
て
替
え
は
、
財
政
的
負
担
が
大
き
い
と
考

え
る
。
一
方
で
、
水
泳
授
業
の
機
会
を
確
保

す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　
屋
内
プ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
天

候
不
良
や
気
温
、
水
温
、
猛
暑
に
よ
る
熱
中

症
の
リ
ス
ク
な
ど
を
気
に
せ
ず
、
計
画
的
に

授
業
を
実
施
で
き
る
こ
と
。
ま
た
、
学
校
側

で
の
プ
ー
ル
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
に
係
る

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
。

問
　
市
に
屋
内
プ
ー
ル
導
入
の
考
え
は
。

教
育
部
長
　
本
市
の
財
政
状
況
を
考
え
る

と
、
現
時
点
で
は
導
入
は
困
難
。

問
　
具
体
的
な
進
展
は
。

福
祉
部
長
　
東
側
残
り
半
分
の
敷
地
に
、
日

中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
共
同
生
活
援
助
事
業
所

と
短
期
入
所
事
業
所
な
ど
の
誘
致
を
検
討
。

一問一答方式
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旧
七
宝
庁
舎
跡
地
残
り
半
分
の
利
用
は

感
染
症
に
つ
い
て

令
和
８
年
１
月
５
日
か
ら
の
開
庁
時
間
短
縮
に
つ
い
て

公明党
柏原　功 議員

維新の会
毛利　尚義 議員

新政会
石田　良雄 議員

あ
ま
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て



市
の
財
政
状
況
と
来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

問
　
財
政
状
況
に
つ
い
て
市
の
認
識
は
。

総
務
部
長
　
人
件
費
、
扶
助
費
、
物
件
費
な

ど
の
歳
出
が
増
加
、
基
金
の
減
少
が
続
け

ば
、
財
政
運
営
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
し
な
が
ら
持
続

可
能
な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
、
事
務
事
業

の
見
直
し
や
歳
入
確
保
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
。

問
　
最
近
の
物
価
の
高
騰
が
財
政
状
況
に
与

え
る
影
響
は
。

総
務
部
長
　
公
共
工
事
や
イ
ン
フ
ラ
更
新
の

事
業
費
増
加
や
計
画
の
遅
れ
な
ど
、
市
民
生

活
や
行
財
政
運
営
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
令
和
８
年
度
予
算
の
編
成
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
は
。

市
長
　
本
市
の
財
政
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
が
、
市
民
生
活
の
安
定
と
幸
福

に
直
結
す
る
施
策
は
着
実
に
取
り
組
む
。
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
選
択
と
集
中
で
施
策
を

確
実
に
実
行
し
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

と
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
す
。

問
　
市
長
の
現
任
期
の
取
り
組
み
・
実
績
を

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

市
長
　
令
和
４
年
10
月
か
ら
高
校
生
ま
で
の

入
院
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
通
院
に
係
る
医

療
費
保
険
自
己
負
担
を
助
成
。
ビ
ジ
ネ
ス
推

進
の
点
で
は
、
創
業
促
進
支
援
補
助
金
を
新

た
に
導
入
。
県
の
企
業
庁
に
よ
り
方
領
区
が

新
規
開
発
地
区
と
し
て
決
定
さ
れ
、
エ
ン
ト

リ
ー
企
業
が
32
社
と
関
心
の
高
い
状
況
。
あ

ま
市
民
病
院
は
、
直
営
時
に
比
べ
、
地
域
医

療
の
責
務
を
果
た
し
て
お
り
、
市
民
の
信
頼

と
信
用
を
得
て
い
る
。

問
　
市
長
は
、
来
年
４
月
の
市
長
選
挙
に
向

け
、
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

市
長
　
万
里
一
空
の
精
神
で
、
残
り
の
任
期

に
全
身
全
霊
を
傾
け
て
取
り
組
む
。
そ
の
上

で
、
来
る
べ
き
市
長
選
挙
に
向
け
て
、
支
援

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
関
係
者
の
意
見
を
聞

き
熟
慮
に
熟
慮
を
重
ね
て
、
進
退
に
つ
い
て

最
終
的
な
結
論
を
今
後
出
し
て
い
き
た
い
。

一問一答方式

出
産
・
子
育
て
に
つ
い
て

問
　
国
の
支
援
に
加
え
、
市
単
独
の
支
援
を

す
る
考
え
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
向
け
た
施
策
に
つ
い
て
調

査
、
研
究
す
る
。

問
　
出
産
後
一
定
期
間
ミ
ル
ク
、
お
む
つ
な

ど
の
現
物
支
給
を
す
る
考
え
は
。

市
長
　
今
後
、
制
度
設
計
が
で
き
次
第
、
実

施
し
て
い
き
た
い
。

問
　
重
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
子
育
て
支
援
に
使
え
な
い
か
。

市
長
公
室
長
　
子
育
て
世
帯
を
含
む
幅
広
い

世
代
を
応
援
す
る
予
定
。

問
　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事

業
内
容
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
家
庭
訪
問
な
ど
に
よ

り
、
保
健
師
や
助
産
師
が
悩
み
に
寄
り
添

い
、
安
心
し
て
出
産
、
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
支
援
。

問
　
産
後
ケ
ア
の
周
知
促
進
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

や
母
子
保
健
事
業
年
間
行
事
予
定
表
に
掲
載

す
る
ほ
か
、
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
よ
り

説
明
を
す
る
な
ど
周
知
し
て
い
る
。

問
　
男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
状
況
は
。

市
長
公
室
長
　
令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
、

取
得
割
合
は
１
０
０
％
。
な
お
、
育
児
休
業

後
に
復
帰
す
る
部
署
も
で
き
る
限
り
育
児
休

業
前
と
同
じ
部
署
と
し
て
い
る
。

問
　
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
認
識
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
生
後
６
カ
月
以
内
に
感

染
し
た
場
合
、
細
気
管
支
炎
や
肺
炎
を
引
き

起
こ
す
リ
ス
ク
が
高
く
、
特
に
基
礎
疾
患
を

持
つ
乳
幼
児
、
高
齢
者
が
重
症
化
し
や
す
い
。

問
　
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
公
費

助
成
を
実
施
す
る
考
え
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
妊
婦
を
対
象
と
し
た
ワ

ク
チ
ン
の
定
期
接
種
を
令
和
８
年
４
月
か
ら

始
め
る
。
今
回
定
期
接
種
化
と
な
ら
な
い
高

齢
者
に
つ
い
て
は
、
国
お
よ
び
他
の
自
治
体

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
今
後
も
調
査
、

研
究
し
て
い
く
。

志政会
後藤　哲哉 議員

一問一答方式

公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
見
直
し
を

問
　
保
育
園
の
進
捗
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
現
時
点
で
は
具
体
的
な

方
針
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。

問
　
市
民
の
意
見
を
聞
く
こ
と
は
可
能
か
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
提
案
が
あ
れ
ば
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
児
童
館
の
進
捗
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
第
１
期
の
期
間
中
に
移

転
は
難
し
い
。

問
　
産
業
会
館
の
進
捗
は
。

総
務
部
長
　
旧
七
宝
産
業
会
館
は
、
海
部
東

部
消
防
組
合
の
新
消
防
庁
舎
用
地
と
し
て
売

却
す
る
予
定
。

建
設
産
業
部
長
　
甚
目
寺
産
業
会
館
は
、
民

間
へ
の
譲
渡
ま
た
は
解
体
を
検
討
し
て
い
る
。

問
　
体
育
館
の
進
捗
は
。

教
育
部
長
　
七
宝
総
合
体
育
館
は
第
２
期
の

令
和
18
年
度
ま
で
に
解
体
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
る
が
、
具
体
的
な
解
体
時
期
は
決
ま
っ

て
い
な
い
。

問
　
体
育
館
２
階
ア
リ
ー
ナ
の
照
明
が
修
理

さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

教
育
部
長
　
令
和
８
年
度
下
半
期
中
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
へ
取
り
換
え
を
行
う
予
定
。

問
　
公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
評
価
は
。

市
長
公
室
長
　
第
１
期
中
に
達
成
ま
た
は
達

成
見
込
み
の
施
設
と
、
達
成
が
見
込
め
な
い

施
設
が
あ
る
。

問
　
複
合
施
設
の
建
設
な
ど
も
含
ま
れ
て
い

る
が
、
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
公
室
長
　
市
民
ニ
ー
ズ
や
実
情
に
合
わ

せ
て
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

問
　
見
直
し
に
当
た
り
、
市
民
の
意
見
を
求

め
る
よ
う
な
考
え
は
。

市
長
公
室
長
　
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

べ
く
検
討
し
て
い
く
。

問
　
開
庁
時
間
の
短
縮
に
よ
り
平
日
に
来
庁

す
る
こ
と
が
今
以
上
に
難
し
く
な
る
人
も
い

る
。
土
日
に
開
庁
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

市
長
公
室
長
　
現
時
点
で
は
、
土
日
に
開
庁

す
る
予
定
は
な
い
。

一問一答方式

小
中
学
校
プ
ー
ル
兼
用
の
屋
内
市
民
プ
ー
ル
を

問
　
小
中
学
校
プ
ー
ル
の
老
朽
化
の
度
合
い

と
具
体
的
な
老
朽
箇
所
は
。

教
育
部
長
　
17
校
中
15
校
が
築
40
年
を
経
過

し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
老
朽
箇
所

は
、
プ
ー
ル
槽
の
塗
装
の
剥
離
、
循
環
ろ
過

設
備
・
配
管
類
の
腐
食
、
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
の

付
帯
設
備
の
損
傷
な
ど
が
あ
る
。

問
　
学
校
プ
ー
ル
を
維
持
す
る
た
め
の
改
修

費
用
と
維
持
管
理
費
用
は
。

教
育
部
長
　
令
和
６
年
度
の
市
の
全
小
中
学

校
の
プ
ー
ル
に
係
る
維
持
管
理
費
な
ど
は
、

約
１
５
７
５
万
円
。

問
　
小
中
学
校
別
で
の
稼
働
率
は
。
ま
た
、

炎
天
下
で
の
授
業
の
状
況
は
。

教
育
部
長
　
令
和
７
年
６
月
か
ら
９
月
ま
で

の
登
校
日
数
の
う
ち
、
水
泳
授
業
実
施
日
数

の
割
合
は
、
小
学
校
で
は
最
小
で
1
7
・
5

％
、
最
大
で
4
0
・
4
％
、
中
学
校
で
最
小

2
2・8
％
、
最
大
で
4
3・9
％
。
ま
た
、

暑
さ
指
数
に
よ
る
プ
ー
ル
授
業
の
中
止

は
、
17
小
中
学
校
の
合
計
18
日
間
で
43
時
限

あ
っ
た
。

問
　
屋
外
プ
ー
ル
の
今
後
に
つ
い
て
の
考
え

と
、
屋
内
プ
ー
ル
導
入
に
よ
る
有
益
性
は
。

教
育
部
長
　
屋
外
プ
ー
ル
の
必
要
最
低
限
の

改
修
は
行
う
が
、
大
規
模
改
修
や
プ
ー
ル
の

建
て
替
え
は
、
財
政
的
負
担
が
大
き
い
と
考

え
る
。
一
方
で
、
水
泳
授
業
の
機
会
を
確
保

す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　
屋
内
プ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
天

候
不
良
や
気
温
、
水
温
、
猛
暑
に
よ
る
熱
中

症
の
リ
ス
ク
な
ど
を
気
に
せ
ず
、
計
画
的
に

授
業
を
実
施
で
き
る
こ
と
。
ま
た
、
学
校
側

で
の
プ
ー
ル
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
に
係
る

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
。

問
　
市
に
屋
内
プ
ー
ル
導
入
の
考
え
は
。

教
育
部
長
　
本
市
の
財
政
状
況
を
考
え
る

と
、
現
時
点
で
は
導
入
は
困
難
。

問
　
具
体
的
な
進
展
は
。

福
祉
部
長
　
東
側
残
り
半
分
の
敷
地
に
、
日

中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
共
同
生
活
援
助
事
業
所

と
短
期
入
所
事
業
所
な
ど
の
誘
致
を
検
討
。

一問一答方式
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旧
七
宝
庁
舎
跡
地
残
り
半
分
の
利
用
は

感
染
症
に
つ
い
て

令
和
８
年
１
月
５
日
か
ら
の
開
庁
時
間
短
縮
に
つ
い
て

公明党
柏原　功 議員

維新の会
毛利　尚義 議員

新政会
石田　良雄 議員

あ
ま
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て



一 般 質 問追跡

その後どうなった？
1年前に行われた一般質問の結果を報告します。

質 問

こうなった!

　部活動地域移行の今後の方向性は。

質 問

こうなった!

　プレコンセプションケアの認識を広める
必要性と周知啓発に取り組む考え方は。

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
関
し
て

問
　
市
が
把
握
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
数
は
。

市
長
公
室
長
　
公
共
施
設
74
施
設
、
97
台
。

問
　
民
間
施
設
を
含
め
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
情

報
を
共
有
す
る
意
向
が
あ
る
か
。

市
長
公
室
長
　
あ
い
ち
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
に
て

確
認
が
で
き
る
た
め
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
、
あ
ま
市
内
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
公
共
施
設

一
覧
と
、
外
部
リ
ン
ク
先
と
し
て
あ
い
ち
Ａ

Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
を
掲
載
す
る
よ
う
、
現
在
事
務

を
進
め
て
い
る
。

問
　
民
間
施
設
に
あ
い
ち
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
へ

の
登
録
啓
発
は
し
な
い
の
か
。

市
長
公
室
長
　
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
広

報
あ
ま
で
の
周
知
啓
発
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
詳
細
な
情
報
が
非
公
開
と
な
っ
た
理

由
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
現
在
掲
載
し
て
い
る
情

報
は
、
申
請
件
数
、
国
へ
の
進
達
件
数
、
国

の
認
定
件
数
、
国
の
否
認
件
数
お
よ
び
そ
れ

ぞ
れ
の
男
女
別
件
数
。
以
前
は
、
申
請
者
別

に
性
別
、
接
種
時
年
齢
、
ワ
ク
チ
ン
の
種

類
、
進
達
内
容
、
疾
病
名
を
掲
載
し
て
い
た

が
、
令
和
６
年
11
月
頃
に
変
更
。
変
更
理
由

は
、
健
康
被
害
の
詳
細
な
情
報
が
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
上
で
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
健
康
被

害
を
受
け
た
人
や
そ
の
家
族
の
心
理
的
な
負

担
に
配
慮
す
る
こ
と
を
重
ん
じ
、
現
在
の
統

計
的
な
掲
載
方
法
と
し
た
。

問
　
掲
載
に
つ
い
て
相
談
が
あ
っ
た
の
か
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
相
談
は
特
に
な
い
が
、

市
の
判
断
で
配
慮
し
て
掲
載
し
直
し
た
。

問
　
元
々
、
掲
載
し
て
い
た
理
由
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
当
時
の
判
断
と
し
て

は
、
個
人
情
報
と
し
て
見
た
と
き
に
、
こ
の

情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
個
人
は
特

定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
問
題
な
い
と
い
う
判

断
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
、
健
康
被
害
救
済

制
度
の
周
知
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
い
う
観

点
も
あ
り
掲
載
し
て
い
た
。

一問一答方式

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つ
い
て

問
　
暮
ら
し
タ
ブ
か
ら
何
が
で
き
る
の
か
。

市
長
公
室
長
　
市
役
所
の
窓
口
混
雑
状
況
の

確
認
、
電
子
申
請
届
出
シ
ス
テ
ム
の
利
用
、

粗
大
ご
み
の
収
集
申
し
込
み
が
可
能
。
粗
大

ご
み
の
収
集
申
し
込
み
は
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

上
で
予
約
、
確
認
、
キ
ャ
ン
セ
ル
が
可
能
。

問
　
お
役
立
ち
タ
ブ
か
ら
何
が
で
き
る
の
か
。

市
長
公
室
長
　
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
出

産
、
子
育
て
、
健
康
医
療
の
ペ
ー
ジ
な
ど
に

移
動
が
可
能
。

問
　
防
災
な
ど
タ
ブ
か
ら
何
が
で
き
る
の
か
。

市
長
公
室
長
　
避
難
所
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
、
気
象
庁
が
掲
載
す
る
市
の
防
災
情
報
の

確
認
が
可
能
。
ま
た
、
道
路
や
公
園
の
損
傷
、

道
路
上
の
動
物
の
死
骸
の
通
報
が
可
能
。

問
　
不
法
投
棄
な
ど
の
ご
み
の
通
報
は
。

市
長
公
室
長
　
通
報
者
か
ら
の
聞
き
取
り
を

踏
ま
え
な
け
れ
ば
適
切
な
対
応
が
で
き
ず
、

現
時
点
で
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
課
題
の

解
決
を
図
り
な
が
ら
導
入
を
検
討
し
た
い
。

問
　
そ
の
他
に
何
が
で
き
る
の
か
。

市
長
公
室
長
　
ご
み
の
分
別
な
ど
の
検
索
が

24
時
間
可
能
。
ト
ー
ク
画
面
上
で
ご
み
の
名

称
を
入
力
す
る
こ
と
で
自
動
応
答
さ
れ
る
。

併
せ
て
、
ご
み
収
集
日
の
お
知
ら
せ
通
知
設

定
を
す
れ
ば
、
収
集
日
の
前
日
午
後
７
時
お

よ
び
当
日
午
前
７
時
の
ど
ち
ら
か
、
ま
た
は

両
方
の
時
間
に
通
知
が
届
く
。
設
定
に
よ

り
、
市
立
保
育
園
ま
た
は
市
立
小
中
学
校
の

給
食
献
立
や
不
審
者
情
報
の
受
信
が
可
能
。

行
方
不
明
高
齢
者
な
ど
に
関
す
る
情
報
は
、

全
て
の
人
に
配
信
す
る
。

一問一答方式

市公式LINE　「暮らし」タブ 登録用
二次元コード

あま市議会だより 第63号 2026年　3月発行 1312 あま市議会だより 第63号 2026年　3月発行

無所属
美濃島　絢太 議員

新政会
山本　雄一 議員

予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度
に
つ
い
て

あま市議会では、他自治体の議会などの視察の受け入れを行って
います。令和７年10月、11月に５団体の視察を受け入れました。行政視察受け入れ　

日　付 視察団体 目　的

令和７年10月16日 千葉県印西市
総務企画常任委員会 新庁舎整備について

令和７年10月23日 福岡県行橋市議会
議会運営委員会 議会施設及び議場の設備について

令和７年10月24日 沖縄県名護市
議員有志 防災機能を兼ね備えた市庁舎について

令和７年11月12日 岡山県内
市議会事務局長 議場整備について他

令和７年11月19日 北海道釧路市
議員有志 市の防災対策について

部活動の地域連携・
地域移行ポスター（スポーツ庁）

プレコンノート
（国立成育医療研究センター）

 令和７年４月から部活動地域連携モデル事
業として、一部の部活動において部活動指導
員の配置を行った。今後も部活動地域連携、
地域展開を推進していく。

　プレコンセプションケアについての認識を
広めるため、令和７年５月から市公式ウェブ
サイトに情報およびチェックシートを掲載し、
周知啓発に努めている。



一 般 質 問追跡

その後どうなった？
1年前に行われた一般質問の結果を報告します。

質 問

こうなった!

　部活動地域移行の今後の方向性は。

質 問

こうなった!

　プレコンセプションケアの認識を広める
必要性と周知啓発に取り組む考え方は。

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
関
し
て

問
　
市
が
把
握
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
数
は
。

市
長
公
室
長
　
公
共
施
設
74
施
設
、
97
台
。

問
　
民
間
施
設
を
含
め
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
情

報
を
共
有
す
る
意
向
が
あ
る
か
。

市
長
公
室
長
　
あ
い
ち
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
に
て

確
認
が
で
き
る
た
め
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
、
あ
ま
市
内
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
公
共
施
設

一
覧
と
、
外
部
リ
ン
ク
先
と
し
て
あ
い
ち
Ａ

Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
を
掲
載
す
る
よ
う
、
現
在
事
務

を
進
め
て
い
る
。

問
　
民
間
施
設
に
あ
い
ち
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
へ

の
登
録
啓
発
は
し
な
い
の
か
。

市
長
公
室
長
　
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
広

報
あ
ま
で
の
周
知
啓
発
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
詳
細
な
情
報
が
非
公
開
と
な
っ
た
理

由
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
現
在
掲
載
し
て
い
る
情

報
は
、
申
請
件
数
、
国
へ
の
進
達
件
数
、
国

の
認
定
件
数
、
国
の
否
認
件
数
お
よ
び
そ
れ

ぞ
れ
の
男
女
別
件
数
。
以
前
は
、
申
請
者
別

に
性
別
、
接
種
時
年
齢
、
ワ
ク
チ
ン
の
種

類
、
進
達
内
容
、
疾
病
名
を
掲
載
し
て
い
た

が
、
令
和
６
年
11
月
頃
に
変
更
。
変
更
理
由

は
、
健
康
被
害
の
詳
細
な
情
報
が
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
上
で
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
健
康
被

害
を
受
け
た
人
や
そ
の
家
族
の
心
理
的
な
負

担
に
配
慮
す
る
こ
と
を
重
ん
じ
、
現
在
の
統

計
的
な
掲
載
方
法
と
し
た
。

問
　
掲
載
に
つ
い
て
相
談
が
あ
っ
た
の
か
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
相
談
は
特
に
な
い
が
、

市
の
判
断
で
配
慮
し
て
掲
載
し
直
し
た
。

問
　
元
々
、
掲
載
し
て
い
た
理
由
は
。

子
ど
も
健
康
部
長
　
当
時
の
判
断
と
し
て

は
、
個
人
情
報
と
し
て
見
た
と
き
に
、
こ
の

情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
個
人
は
特

定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
問
題
な
い
と
い
う
判

断
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
、
健
康
被
害
救
済

制
度
の
周
知
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
い
う
観

点
も
あ
り
掲
載
し
て
い
た
。

一問一答方式

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つ
い
て

問
　
暮
ら
し
タ
ブ
か
ら
何
が
で
き
る
の
か
。

市
長
公
室
長
　
市
役
所
の
窓
口
混
雑
状
況
の

確
認
、
電
子
申
請
届
出
シ
ス
テ
ム
の
利
用
、

粗
大
ご
み
の
収
集
申
し
込
み
が
可
能
。
粗
大

ご
み
の
収
集
申
し
込
み
は
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

上
で
予
約
、
確
認
、
キ
ャ
ン
セ
ル
が
可
能
。

問
　
お
役
立
ち
タ
ブ
か
ら
何
が
で
き
る
の
か
。

市
長
公
室
長
　
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
出

産
、
子
育
て
、
健
康
医
療
の
ペ
ー
ジ
な
ど
に

移
動
が
可
能
。

問
　
防
災
な
ど
タ
ブ
か
ら
何
が
で
き
る
の
か
。

市
長
公
室
長
　
避
難
所
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
、
気
象
庁
が
掲
載
す
る
市
の
防
災
情
報
の

確
認
が
可
能
。
ま
た
、
道
路
や
公
園
の
損
傷
、

道
路
上
の
動
物
の
死
骸
の
通
報
が
可
能
。

問
　
不
法
投
棄
な
ど
の
ご
み
の
通
報
は
。

市
長
公
室
長
　
通
報
者
か
ら
の
聞
き
取
り
を

踏
ま
え
な
け
れ
ば
適
切
な
対
応
が
で
き
ず
、

現
時
点
で
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
課
題
の

解
決
を
図
り
な
が
ら
導
入
を
検
討
し
た
い
。

問
　
そ
の
他
に
何
が
で
き
る
の
か
。

市
長
公
室
長
　
ご
み
の
分
別
な
ど
の
検
索
が

24
時
間
可
能
。
ト
ー
ク
画
面
上
で
ご
み
の
名

称
を
入
力
す
る
こ
と
で
自
動
応
答
さ
れ
る
。

併
せ
て
、
ご
み
収
集
日
の
お
知
ら
せ
通
知
設

定
を
す
れ
ば
、
収
集
日
の
前
日
午
後
７
時
お

よ
び
当
日
午
前
７
時
の
ど
ち
ら
か
、
ま
た
は

両
方
の
時
間
に
通
知
が
届
く
。
設
定
に
よ

り
、
市
立
保
育
園
ま
た
は
市
立
小
中
学
校
の

給
食
献
立
や
不
審
者
情
報
の
受
信
が
可
能
。

行
方
不
明
高
齢
者
な
ど
に
関
す
る
情
報
は
、

全
て
の
人
に
配
信
す
る
。

一問一答方式

市公式LINE　「暮らし」タブ 登録用
二次元コード

あま市議会だより 第63号 2026年　3月発行 1312 あま市議会だより 第63号 2026年　3月発行

無所属
美濃島　絢太 議員

新政会
山本　雄一 議員

予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度
に
つ
い
て

あま市議会では、他自治体の議会などの視察の受け入れを行って
います。令和７年10月、11月に５団体の視察を受け入れました。行政視察受け入れ　

日　付 視察団体 目　的

令和７年10月16日 千葉県印西市
総務企画常任委員会 新庁舎整備について

令和７年10月23日 福岡県行橋市議会
議会運営委員会 議会施設及び議場の設備について

令和７年10月24日 沖縄県名護市
議員有志 防災機能を兼ね備えた市庁舎について

令和７年11月12日 岡山県内
市議会事務局長 議場整備について他

令和７年11月19日 北海道釧路市
議員有志 市の防災対策について

部活動の地域連携・
地域移行ポスター（スポーツ庁）

プレコンノート
（国立成育医療研究センター）

 令和７年４月から部活動地域連携モデル事
業として、一部の部活動において部活動指導
員の配置を行った。今後も部活動地域連携、
地域展開を推進していく。

　プレコンセプションケアについての認識を
広めるため、令和７年５月から市公式ウェブ
サイトに情報およびチェックシートを掲載し、
周知啓発に努めている。



12月定例会   議案等審議結果

■提出された議案と審議結果 【結果の表示記号】
◎全員賛成　○賛成多数　△賛成少数

あま市議会だより 第63号 2026年　3月発行 1514 あま市議会だより 第63号 2026年　3月発行

【賛否の分かれた議案】　※下記以外の案件は、全員賛成で可決

※表示について　○：賛成　×：反対　－：議長は採決に加わりません。　
※黄色網掛けは、討論を行った議員です。
※会派は届出順。会派名は以下のとおり表記しています。
日本共産党（日本共産党あま市議団）、公明党（公明党あま市議団）、新政会（新政会）、維新の会（維新の会あま市議団）
市民改革クラブ（市民改革クラブ）、志政会（志政会）、健政会（健政会）、無（無会派）

会　派

党
産
共
本
日

公明党 新政会
会
の
新
維

市民改革
クラブ 志政会 健政会 無

無（
議
長
）

議案番号
中
野

夫
幸

り
ど
み
藤
近

立
足

子
詔

原
柏

功

本
山

一
雄

藤
佐

夫
貞

田
石

雄
良

田
前

光
豊

利
毛

義
尚

島
八

志
堅

下
松

憲
昭

波
江

一
圭

崎
宮

環

藤
後

哉
哲

森

治
耕

藤
伊

規
嘉

井
横

夫
敏

田
奥

弘
哲

藤
後

正
幸

林

彦
正

太
絢
島
濃
美

内
山

久
隆
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12月定例会
議案番号 件　　名 結果 議案番号 件　　名 結果

議　案
第73号 ○

○

あま市言葉の大切さについての理解を推進し市
民が思いやりの心を持ち幸せになる社会の実現
を目指す条例について

議　案
第75号 ◎

◎

あま市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例等の一部
を改正する条例について

議　案
第74号 あま市子どもがつくる弁当の日条例について

議　案
第76号

あま市下萱津コミュニティ防災センターの指定
管理者の指定について

◎議　案
第77号

あま市坂牧コミュニティ防災センターの指定管
理者の指定について

◎議　案
第77号

あま市坂牧コミュニティ防災センターの指定管
理者の指定について

◎議　案
第78号

あま市上萱津コミュニティ防災センターの指定
管理者の指定について

◎議　案
第79号

あま市甚目寺南防災センターの指定管理者の指
定について

◎議　案
第80号

あま市美和ひまわり作業所の指定管理者の指定
について

◎議　案
第82号

あま市七宝老人福祉センターの指定管理者の指
定について

◎議　案
第83号

あま市美和総合福祉センターすみれの里の指定
管理者の指定について

◎議　案
第84号

あま市七宝高齢者生きがい活動センターの指定
管理者の指定について

◎議　案
第85号

あま市老人福祉センターの指定管理者の指定に
ついて

◎議　案
第86号

あま市甚目寺高齢者生きがい活動センターの指
定管理者の指定について

◎議　案
第88号

令和７年度あま市国民健康保険特別会計補正予
算（第２号）

○議　案
第89号

令和７年度あま市介護保険特別会計補正予算（第
４号）

◎議　案
第90号

令和７年度あま市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第２号）

△請　願
第4号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につい
ての請願書（国民健康保険財政への国庫負担の
増額を求める意見書の提出を求める請願書）

△請　願
第6号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につい
ての請願書（介護保険制度の改善を求める意見書
の提出を求める請願書）

△請　願
第7号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につい
ての請願書（介護労働者の労働環境の改善を求め
る意見書の提出を求める請願書）

△請　願
第8号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（加齢性難聴者の補聴器購入助成制度の
創設等を求める意見書の提出を求める請願書）

◎請　願
第9号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（１８歳年度末までの医療費無料制度創設
を求める意見書の提出を求める請願書）

△請　願
第5号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につい
ての請願書（物価高に即した年金増額及び公的年
金制度の改善を求める意見書の提出を求める請
願書）

○議　案
第87号 令和７年度あま市一般会計補正予算（第５号）

◎議　案
第91号 工事請負変更契約の締結について

◎議　案
第81号

あま市くすのきの家及びあま市くすのきの家（西
館）の指定管理者の指定について

△請　願
第10号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（学校給食費の無償化の早期実現を求め
る意見書の提出を求める請願書）

△請　願
第11号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（障害者児の「暮らしの場」の拡充を求め
る意見書の提出を求める請願書）

△請　願
第13号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（国民健康保険への愛知県独自の財政措
置の強化を求める意見書の提出を求める請願書）

△請　願
第14号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（加齢性難聴者の補聴器購入助成制度の
創設等を求める意見書の提出を求める請願書）

△請　願
第16号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（学校給食無償化のための補助を求める
意見書の提出を求める請願書）

△請　願
第17号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（感染症病床の増床及び地域に必要な病
床の確保を求める意見書の提出を求める請願書）

△請　願
第18号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（公的価格で働く職員の確保と処遇改善
を求める意見書の提出を求める請願書）

◎議　案
第92号

あま市職員の給与に関する条例等の一部を改正す
る条例について

◎議　案
第93号

あま市一般職の任期付職員の採用等に関する条例
の一部を改正する条例について

○議　案
第94号

あま市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例について

○議　案
第95号

あま市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅
費に関する条例の一部を改正する条例について

○議　案
第97号 令和７年度あま市一般会計補正予算（第６号）

◎議　案
第96号

あま市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例について

◎議　案
第98号

令和７年度あま市国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）

◎議　案
第99号

令和７年度あま市介護保険特別会計補正予算（第５
号）

◎議　案
第100号

令和７年度あま市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第３号）

◎議　案
第102号

令和７年度あま市簡易水道事業会計補正予算（第２
号）

◎発　議
第4号

１８歳年度末までの医療費無料制度創設を求める
意見書の提出について

◎発　議
第5号

子ども医療費助成制度の１８歳までの引上げを求
める意見書の提出について

◎議　案
第101号 令和７年度あま市水道事業会計補正予算（第２号）

◎議　案
第103号 令和７年度あま市病院事業会計補正予算（第１号）

◎請　願
第15号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（子ども医療費助成制度の１８歳までの引
上げを求める意見書の提出を求める請願書）

△請　願
第12号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（医療・介護・福祉・保育など公的価格で働
くケア労働者の全産業平均との賃金格差をなくす
ことを求める意見書の提出を求める請願書）
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12月定例会
議案番号 件　　名 結果 議案番号 件　　名 結果

議　案
第73号 ○

○

あま市言葉の大切さについての理解を推進し市
民が思いやりの心を持ち幸せになる社会の実現
を目指す条例について

議　案
第75号 ◎

◎

あま市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例等の一部
を改正する条例について

議　案
第74号 あま市子どもがつくる弁当の日条例について

議　案
第76号

あま市下萱津コミュニティ防災センターの指定
管理者の指定について

◎議　案
第77号

あま市坂牧コミュニティ防災センターの指定管
理者の指定について

◎議　案
第77号

あま市坂牧コミュニティ防災センターの指定管
理者の指定について

◎議　案
第78号

あま市上萱津コミュニティ防災センターの指定
管理者の指定について

◎議　案
第79号

あま市甚目寺南防災センターの指定管理者の指
定について

◎議　案
第80号

あま市美和ひまわり作業所の指定管理者の指定
について

◎議　案
第82号

あま市七宝老人福祉センターの指定管理者の指
定について

◎議　案
第83号

あま市美和総合福祉センターすみれの里の指定
管理者の指定について

◎議　案
第84号

あま市七宝高齢者生きがい活動センターの指定
管理者の指定について

◎議　案
第85号

あま市老人福祉センターの指定管理者の指定に
ついて

◎議　案
第86号

あま市甚目寺高齢者生きがい活動センターの指
定管理者の指定について

◎議　案
第88号

令和７年度あま市国民健康保険特別会計補正予
算（第２号）

○議　案
第89号

令和７年度あま市介護保険特別会計補正予算（第
４号）

◎議　案
第90号

令和７年度あま市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第２号）

△請　願
第4号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につい
ての請願書（国民健康保険財政への国庫負担の
増額を求める意見書の提出を求める請願書）

△請　願
第6号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につい
ての請願書（介護保険制度の改善を求める意見書
の提出を求める請願書）

△請　願
第7号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につい
ての請願書（介護労働者の労働環境の改善を求め
る意見書の提出を求める請願書）

△請　願
第8号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（加齢性難聴者の補聴器購入助成制度の
創設等を求める意見書の提出を求める請願書）

◎請　願
第9号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（１８歳年度末までの医療費無料制度創設
を求める意見書の提出を求める請願書）

△請　願
第5号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につい
ての請願書（物価高に即した年金増額及び公的年
金制度の改善を求める意見書の提出を求める請
願書）

○議　案
第87号 令和７年度あま市一般会計補正予算（第５号）

◎議　案
第91号 工事請負変更契約の締結について

◎議　案
第81号

あま市くすのきの家及びあま市くすのきの家（西
館）の指定管理者の指定について

△請　願
第10号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（学校給食費の無償化の早期実現を求め
る意見書の提出を求める請願書）

△請　願
第11号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（障害者児の「暮らしの場」の拡充を求め
る意見書の提出を求める請願書）

△請　願
第13号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（国民健康保険への愛知県独自の財政措
置の強化を求める意見書の提出を求める請願書）

△請　願
第14号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（加齢性難聴者の補聴器購入助成制度の
創設等を求める意見書の提出を求める請願書）

△請　願
第16号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（学校給食無償化のための補助を求める
意見書の提出を求める請願書）

△請　願
第17号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（感染症病床の増床及び地域に必要な病
床の確保を求める意見書の提出を求める請願書）

△請　願
第18号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（公的価格で働く職員の確保と処遇改善
を求める意見書の提出を求める請願書）

◎議　案
第92号

あま市職員の給与に関する条例等の一部を改正す
る条例について

◎議　案
第93号

あま市一般職の任期付職員の採用等に関する条例
の一部を改正する条例について

○議　案
第94号

あま市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例について

○議　案
第95号

あま市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅
費に関する条例の一部を改正する条例について

○議　案
第97号 令和７年度あま市一般会計補正予算（第６号）

◎議　案
第96号

あま市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例について

◎議　案
第98号

令和７年度あま市国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）

◎議　案
第99号

令和７年度あま市介護保険特別会計補正予算（第５
号）

◎議　案
第100号

令和７年度あま市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第３号）

◎議　案
第102号

令和７年度あま市簡易水道事業会計補正予算（第２
号）

◎発　議
第4号

１８歳年度末までの医療費無料制度創設を求める
意見書の提出について

◎発　議
第5号

子ども医療費助成制度の１８歳までの引上げを求
める意見書の提出について

◎議　案
第101号 令和７年度あま市水道事業会計補正予算（第２号）

◎議　案
第103号 令和７年度あま市病院事業会計補正予算（第１号）

◎請　願
第15号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（子ども医療費助成制度の１８歳までの引
上げを求める意見書の提出を求める請願書）

△請　願
第12号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（医療・介護・福祉・保育など公的価格で働
くケア労働者の全産業平均との賃金格差をなくす
ことを求める意見書の提出を求める請願書）



お聴かせください！！
広報広聴特別委員会に議会および市政に関する市民の皆さま
のご意見・ご提案などをお聴かせください。

詳しくは、市公式ウェブサイトをご覧ください。

※市の事業内容などで、回答が必要なお問い合わせについて
は、各担当課へお願いします。

表紙写真を募集します！！集募
詳しくは、市公式ウェブサイトをご覧ください。

甚目寺観音節分会（撮影場所：甚目寺観音）

https://www.city.ama.aichi.jp/gikai/
WEBサイト

検索あま市議会

P2
P3
P4

はたちからの提案
12月定例会のあらまし
一般会計補正予算

P5
P14

市政を問う（14議員が一般質問）
議案等審議結果

発行／あま市議会　編集／広報広聴特別委員会
〒497－8602　あま市七宝町沖之島深坪1番地 TEL 052－444－3174　FAX 052－444－4055　　  

※

日
程
は
変
更
と
な
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　場
合
が
あ
り
ま
す
。

開
議
時
間

　午
前
10
時

3
月
定
例
会
予
定

２月24日
(火）

３月10日
(火）

３月12日
(木）

３月18日
(水）

３月11日
(水）

３月３日(火）
４日(水）
５日（木）

開
会

議
案
説
明

討
論
・
採
決

閉
会

一
般
質
問

議
案
質
疑

総
務
文
教
委
員
会

市議会
だよりあま 第63号

2026年

3月

■
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
　

（
委
員
は
議
席
番
号
順
）

委
員
長
　
　毛
利
　尚
義

副
委
員
長
　八
島
　堅
志

委
　員
　
　柏
原
　功

　
　〃
　
　野
中
　幸
夫

　
　〃
　
　森
　
　耕
治

　
　〃
　
　石
田
　良
雄

　
　〃
　
　横
井
　敏
夫
　

　
　〃
　
　林
　
　正
彦

「あま市議会だより」をさらに身近に感じていただき、親しまれる紙面となる
よう、市民の皆様から表紙に掲載する写真を募集します。

厚
生
委
員
会

建
設
産
業
委
員
会

■ケーブルテレビ「クローバーテレビ」生中継
　※デジタル111チャンネルにて放映しています。
　（当日午後7時から再放送あり　※再放送の日時は変更となる場合が
　あります。）
■インターネット議会録画中継のページ
 （一般質問、議案質疑および最終日の採決の模様を録画配信しています。
　開催日のおおむね10日後に会議の録画映像を配信しています。）
https://ama-city.stream.jfit.co.jp/

スマホ・タブレットでも議会中継を！！


